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は
じ
め
に
｜
｜
問
題
の
所
在
｜
｜

米国における LNG輸入基地の立地規制に関する一考察（草薙真一）

液
化
天
然
ガ
ス
（
E
s
g出
a
Z
E
E－
凸
員

L
N
G
）
は
、
華
氏
マ
イ
ナ
ス
二
六

O
度
程
度
に
保
た
れ
て
い
る
が
、
こ
の
状
態
で
は
、

気
体
の
状
態
よ
り
も
大
幅
に
体
積
が
縮
小
し
、
貯
蔵
や
運
搬
が
効
率
的
に
な
る
。
常
温
で
は
容
易
に
気
体
と
な
り
、
他
の
天
然
ガ
ス

と
同
じ
方
法
で
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
米
国
に
お
い
て
は
、
一
九
四

0
年
代
以
来
L
N
G
が
売
買
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近

ま
で
、
低
価
格
の
国
内
産
天
然
ガ
ス
と
競
争
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
ま
で
に
高
価
格
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

L

N
G
輸
入
量
は
非
常
に
少
な
く
、
二

O
O
四
年
一
月
二
八
日
付
連
邦
議
会
調
査
局
報
告
書
（

n
g唱
g目

5
5－
河

2
0向。

v
r
E
8
F吉見、

以
下
、
「
C
R
S
レ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
二

O
O
二
年
の
段
階
で
、

L
N
G
の
輸
入
は
米
国
の
天
然
ガ
ス
消
費
の
わ
ず
か

一
%
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
内
の
天
然
ガ
ス
が
不
足
し
、
国
産
天
然
ガ
ス
価
格
が
不
安
定
感
を
増
す
に
つ
れ
て
、

L
N
G
輸
入

を
拡
充
す
べ
き
と
の
声
が
増
加
し
て
い
る
。

C
R
S
レ
ポ
ー
ト
は
、
環
境
問
題
に
よ
る
天
然
ガ
ス
要
求
の
増
加
を
予
測
し
、
天
然
ガ

ス
発
電
の
環
境
上
の
優
位
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

現
在
、
米
国
の
天
然
ガ
ス
供
給
は
国
内
需
要
に
追
い
つ
か
ず
、
そ
の
価
格
は
高
留
ま
り
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

L
N
G
は
通
常

の
圏
内
産
天
然
ガ
ス
の
魅
力
的
な
代
替
財
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
今
後
ど
の
程
度
L
N
G
の
消
費
量
が
増
大
す
る
か
に
つ
、

い
て
は
、
米
国
内
の
天
然
ガ
ス
供
給
の
構
成
比
率
と
照
ら
し
合
わ
せ
つ
つ
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ア
ナ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
、

米
国
は
、

L
N
G
の
全
輸
入
量
に
つ
い
て
、
二

O
一
O
年
に
は
、
天
然
ガ
ス
消
費
の
二
一
%
（
五
兆
五
0
0
0
億
立
方
フ
ィ
ー
ト
）
、

二
O
二
五
年
に
は
二
三
%
（
七
兆
二

0
0
0
億
立
方
フ
ィ
ー
ト
）
を
ま
か
な
う
よ
う
に
な
る
な
ど
と
し
て
き
た
。
周
知
の
通
り
二

0
0

四
年
一
月
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
東
部
の
界
再
含
基
地
の
事
故
で
は
、
一

O
O人
以
上
の
死
傷
者
が
出
た
。
し
か
し
、
安
全
に
懸
念

が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
囲
内
天
然
ガ
ス
生
産
に
お
け
る
不
足
分
を
緩
和
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の

L
N
G
へ
の
関
心
が
弱

く
な
っ
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
今
後
も
天
然
ガ
ス
へ
の
需
要
は
増
加
し
続
け
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二

O
O
三
年
六

14う



公法E

月
一
O
日
、
ト

l
ザ
ン
（
回
目
百
）
下
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
－
通
商
委
員
長
が
、
本
委
員
会
の
席
上
、
「
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
二
三
%
は
天

然
ガ
ス
に
よ
り
満
た
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局
（

E
o認可
E
F
B色
。
ロ
〉
含
亘
書
色
。
R

E
I
A
）
が
、
こ
の
数
字
は
、
二
O
二
五
年
ま
で
に
五
二
%
ま
で
増
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
、
二
O
二
五
年

ま
で
に
、
総
天
然
ガ
ス
消
費
量
は
、
三
五
兆
立
方
フ
ィ
ー
ト
ま
で
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
す
る
試
算
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
ガ
ス
生
産
は
消
費
を
上
回
る
ベ

l
ス
を
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
二
O
二
五

年
に
二
O
O
一
年
の
一
九
・
五
兆
立
方
フ
ィ
ー
ト
か
ら
大
幅
に
上
昇
し
、
国
内
ガ
ス
生
産
量
が
消
費
量
よ
り
遅
い
べ

l
ス
で
増
加
す

る
方
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。
連
邦
エ
ネ
ル
ギ
ー
規
制
委
員
会
（
忠
号
店
－

E
q句
g
m
g
z
s
q
p
B呂
田
B
R
F
E
R
e）
も
こ
の
方
向

で
の
政
策
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、

L
N
G
輸
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
奨
励
す
る
こ
と
と
し
、
二
O
O
二
年
一
二
月
、

E
。5
0
3
L

N
G基
地
に
お
い
て
、

L
N
G
タ
ン
カ
ー
が

L
N
G
基
地
に

L
N
G
を
給
す
る
際
、
従
来
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
規
制
に
従
う
必
要

は
な
い
と
し
た
。

F
E
R
e
が
、
当
該
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
要
件
で
は
新
し
い

L
N
G施
設
へ
の
投
資
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
効
果

を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

F
E
R
e
は
、
新
規
に

L
N
G基
地
を
設
け
る
こ
と
が
競
争
的
価
格
に
お
い

て
米
国
内
で
天
然
ガ
ス
市
場
に
潤
沢
に
天
然
ガ
ス
を
供
給
す
る
た
め
に
は
必
要
と
の
見
通
し
を
得
て
い
た
と
い
え
る
。
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米
国
に
は
、
囲
内
産
な
い
し
カ
ナ
ダ
産
の
天
然
ガ
ス
に
そ
の
ガ
ス
需
要
の
ほ
ぼ
全
て
を
依
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
期
が
あ
っ
た

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
近
年
、
そ
の
様
相
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
囲
内
産
な
い
し
カ
ナ
ダ
産
の
天
然
ガ
ス
産
出
量

の
伸
び
が
ガ
ス
田
の
老
朽
化
等
の
影
響
を
受
け
て
鈍
化
し
、
天
然
ガ
ス
の
需
要
と
価
格
の
上
昇
も
見
ら
れ
る
た
め
、
需
給
の
逼
迫
感

が
高
ま
っ
て
い
る
。
天
然
ガ
ス
需
要
が
上
昇
す
る
中
で
、
メ
キ
シ
コ
湾
岸
、
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
な
ど
で

L
N
G輸
入
基
地

も
建
設
さ
れ
て
き
て
い
る
。
な
お
、

ニ
ュ

i
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
の
火
力
発
電
所
の
四
O
%
は
、
燃
料
と
し
て
天
然
ガ
ス
を
用
い
て

い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
（
こ
の
地
方
は
天
然
ガ
ス
消
費
量
が
多
く
、
現
在
、
米
国
の
総
天
然
ガ
ス
消
費
量
の
半
分
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
か
ね

て
よ
り
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
天
然
ガ
ス
輸
入
が
な
さ
れ
、
天
然
ガ
ス
へ
の
依
存
度
が
高
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
要
因
で
あ
る
。
）
。
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F
E
R
C
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
四

O
件
以
上
の

L
N
G輸
入
基
地
設
置
の
案
件
が
申
請
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
大
き
く
既

存
の

L
N
G
輸
入
基
地
の
拡
張
と
、
新
規
の

L
N
G
輸
入
基
地
の
設
置
に
分
か
れ
、

F
E
R
e
は
こ
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
好
意
的

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

F
E
R
C
が
L
N
G輸
入
基
地
を
増
や
す
政
策
を
鮮
明
に
す
る
に
つ
れ
て
、

L
N
G
輸
入
基
地
の
建
設
へ
の

反
対
意
見
が
顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
関
連
設
備
の
安
全
性
確
保
の
問
題
や
、
過
度
の
事
業
者
間
の
競
争
激
化
へ
の
懸
念
、

州
聞
な
い
し
地
域
間
の
ガ
ス
利
用
権
の
調
整
不
足
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
反
対
の
趣
旨
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ポ
ス
ト

九
・
一
こ
と
い
う
新
時
代
に
お
い
て
、
大
都
市
近
傍
の

L
N
G輸
入
基
地
は
テ
ロ
の
対
象
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
地

元
の
政
治
家
や
住
民
な
ど
か
ら
示
さ
れ
、
基
地
建
設
計
画
が
遅
延
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

一
方
、
連
邦
政
府
機
関
に
と
っ
て
、
州
政
府
を
巻
き
込
ん
だ
L
N
G
輸
入
基
地
建
設
の
反
対
運
動
に
対
抗
す
る
も
っ
と
も
理
想
的

な
手
段
は
、
連
邦
裁
判
所
で
の
一
回
的
か
つ
即
決
的
紛
争
解
決
方
法
の
利
用
で
あ
る
。

L
N
G輸
入
基
地
建
設
の
遅
れ
が
現
実
化
し

た
た
め
、
二

O
O
五
年
八
月
、
連
邦
議
会
は
、
二

O
O
五
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
法
（
閉
口
角
句

g
z
a
〉立。口。。汗
E
P
A
c
t
二
0
0

五
）
に
こ
の
た
め
の
ツ

l
ル
を
盛
り
込
み
、
成
立
さ
せ
た
。
同
法
は
、
連
邦
裁
判
所
に
、
連
邦
の
目
的
達
成
を
回
避
す
る
州
の
行
為

を
合
理
的
か
っ
効
率
的
に
抑
制
す
る
役
割
を
担
わ
せ
る
仕
組
み
を
新
た
に
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
連
邦
議
会
は
、
ま
さ
に
こ
の
方
法

で
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
連
邦
と
州
の
管
轄
権
の
論
争
に
事
実
上
の
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ

の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
連
邦
と
州
の
権
限
配
分
ま
で
も
変
更
さ
れ
た
と
位
置
づ
け
て
良
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

E
P
A
c
t
の
も

L
N
G
輸
入
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
事
者
や
利
害
関
係
の
あ
る
住
民
、
そ
し
て
担
当
官
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
と
に
、

L
N
G輸
入
基
地
の
立
地
選
定
に
か
か
わ
る
行
政
プ
ロ
セ
ス
に
E
P

と
で
、

A
c
t
が
与
え
た
影
響
に
焦
点
を
絞
り
、
考
察
を
加
え
る
。
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E
巳
当
・
宮
内

2
5
w
h
w
E
g
z－
間
ぎ
5
・
9
ロ
m
－閉

N
a
g
s
r
p
o
a
q
n。号戸凶
M
M

。pt
s
c
o出

a
z
g
色。
g

（

E
C）
問
自
宮
司
件
、

F
E
E－∞一
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巴
包
括
－

E
E
3
E
M
N
o
m巳
呂

oロ
Q
Z
E
N
C
S－
M∞咽
M
gム
）
ゆ
雪
印
E
E
O
包
宮
守
主

g
g・日
σ
S
E
E
S
a
s
s－。吋民日
σ
B
5
5
g
E
F
g
g
g
H
Z。・
1
円
以
下
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
は
、
二

O
O
八
年
六
月
末
現
在
有
効
な
も
の
で
あ
る
。
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v
o
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M
W
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同色・白件。
N
W
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可。・

我
が
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
米
国
に
お
け
る

L
N
G輸
入
は
、
コ

l
ブ
ポ
イ
ン
ト
や
エ
ベ
レ
ッ
ト
な
ど
東
海
岸
と
レ
ー

ク
チ
ャ
ー
ル
ズ
な
ど
メ
キ
シ
コ
湾
に
受
け
入
れ
基
地
が
五
カ
所
あ
る
だ
け
で
、
世
界
最
大
の

L
N
G輸
入
国
で
あ
る
日
本
の
二
七
カ
所
に
比
べ
る
と

少
な
い
が
、
現
在
、
石
油
メ
ジ
ャ
ー
が
、
一

O
カ
所
を
超
す
L
N
G輸
入
基
地
を
米
国
沿
岸
で
既
に
建
設
中
で
あ
る
か
建
設
計
画
を
有
し
て
お
り
、

二
O
一
五
年
に
は
全
米
の
天
然
ガ
ス
供
給
の
一
割
前
後
を

L
N
G
が
占
め
、
そ
の
輸
入
量
は
日
本
を
抜
き
世
界
一
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、

建
設
予
定
地
で
は
住
民
の
反
対
意
見
も
強
い
な
ど
、
計
画
が
順
調
に
進
む
か
不
透
明
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
『
日
本
経
済
新
聞
」
二

O
O七
年
四
月
一
四

日
朝
刊
参
照
。

（日）

E
I
A
に
よ
る
と
、
天
然
ガ
ス
消
費
量
は
、
電
力
を
含
む
ほ
ぽ
全
て
の
部
門
に
お
い
て
拡
大
し
、
消
費
全
体
の
伸
び
率
は
、
二

O
O
七
年
に
対

前
年
比
で
約
四
・
五
%
に
上
っ
た
と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
（
電
力
部
門
で
の
天
然
ガ
ス
需
要
は
二

O
O
八
年
に
、
対
二

O
O
六
年
比
で
八
%
以

上
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
）
。
一
方
、
天
然
ガ
ス
産
出
量
は
国
全
体
で
、
二

O
O七
年
の
対
前
年
の
伸
び
率
が
一
・
四
%
、
二

O
O
八
年
で
は
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同
一
・
三
%
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
予
測
を
受
け
、
米
国
で
は
一
層
の
陸
上
ガ
ス
田
・
海
洋
資
源
開
発
が
必
要
と
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、

E
I
A
は
、
二

O
O七
年
一
一
月
六
日
、
二

O
O
六
年
か
ら
二

O
O
八
年
を
対
象
期
間
に
し
た
短
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
予
測
報
告
書
官
宮
三

、

H
O
S
E
R旬
。
邑

gwu
∞
目
。
』
を
公
表
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
報
告
年
を
含
む
三
カ
年
の
実
績
を
予
測
し
て
取
り
纏
め
て
お
り
、
各
月
初
旬
に

発
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
二

O
O
七
年
一
月
版
の
同
報
告
書
に
よ
る
と
、
米
国
の

L
N
G
輸
入
に
つ
い
て
は
、
二

O
O
八
年
に
お
い
て
前
年
を
上

回
る
拡
大
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
二

O
O
七
年
第
4
四
半
期
の

L
N
G
輸
入
量
が
、
直
前
の
第
3
四
半
期
と
比
べ
、
約
五
割
程
度
減
少
す
る

と
見
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
の
原
発
の
停
止
に
伴
い
、
代
替
燃
料
と
し
て

L
N
G
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
等
、
国
際
的
な
L
N

G
需
給
環
境
の
変
化
が
あ
る
な
ど
、

L
N
G
輸
入
は
、
他
国
の
動
向
に
も
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
石
崎
出
「
E
I
A
報
告
書
に
見

る
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
現
状
及
び
短
期
予
測
」
『
海
外
電
力
』
二

O
O
八
年
一
月
号
六
五
頁
参
照
。

（凶）

U
3
8
「

F
E
E
Z
E
k
g
同
・
喜
志
0
3
Z
O】

5
0
8
a
E
q
m判
明
曲
。
庄
司

E

Z一
。
。
豆
諸
民

H
V
m
m
a
g
s
s
o
s－－P
叶
開
閉
戸
開
何
回

5
コ

ト『C
C河
Z〉
「
〈
o－ロ
BONO－同
回
目

CO
∞唱。。件。
σ
R
M。。）ア己主，。叶・

（日）

Mmgσ
ロ
5
。
F
u
g牛
耳
2
E
2
8斗
Z
E
g
o－
F
g
F
〉円
HR－o…E
s
g
m
a
z同
E
Z－。
s
p
z
o）
z
g
z
g白
骨

o
z
v
o
E
R句

g－
5
〉
2
0内

N。。凶一∞
S
R
旬。者
oaSFZCHσ
ロ
ロ
目
。
－
巴
江
口
∞
uNJ可開
Z開
moJヘ「し『・

h

右一
w

（NCCAい）

（凶）
（口）

（同）
（円）

間
内
田
・

同色．担問。『句旬。－

S
〉
の
件
。
口
。
。
F
E
M
e－
F
－

z。・－
S
’凶∞・－目。∞

E
・
3
品・

∞
00
開口
O

同坦句。－

S
〉
の
件
。
口
。
。
凶
由
。
。
位
。
ロ
乙
ニ
湖
凶
己
（
σ）

L
N
G事
業
に
対
す
る
連
邦
と
州
の
規
制
管
轄
の
構
造

天
然
ガ
ス
法
（
N
G
A）

149 

一
九
七
二
年
に
、

F
E
R
e
の
全
身
で
あ
る

F
P
C
（
思
号
E
2
5円
円
。

B
E
5
8、
連
邦
動
力
委
員
会
）
は
、
「
液
化
天
然
ガ
ス
」
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が、

N
G
A

（

Z
S
E目
白
自
〉
己
、
以
下
、
「
連
邦
天
然
ガ
ス
法
」
、
「
天
然
ガ
ス
法
」
又
は
「
N
G
A
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
）
二
条
五
項

の
い
う
「
天
然
ガ
ス
」
の
定
義
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、

L
N
G
の
規
制
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
他
の
天
然
ガ
ス

150 
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の
販
売
と
輸
送
に
関
し
て
規
制
管
轄
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
根
拠
に
よ
り
、
ま
た
同
じ
範
障
に
お
い
て
、
自
ら
が
有
し
て
い
る

と
結
論
し
た
。

連
邦
に
天
然
ガ
ス
事
業
に
対
す
る
規
制
権
限
を
与
え
る
N
G
A
一
条
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
本
法
本
チ
ャ
プ
タ
l
の

規
定
は
、
州
際
通
商
と
な
る
天
然
ガ
ス
の
輸
送
と
、
最
終
的
に
国
内
で
商
業
用
、
産
業
用
又
は
そ
の
他
の
消
費
に
供
す
る
目
的
で
再

販
売
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
の
州
際
通
商
と
、
そ
の
よ
う
な
輸
送
な
い
し
販
売
に
従
事
す
る
天
然
ガ
ス
事
業
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
に
は
適
用
を
除
外
す
る
。
天
然
ガ
ス
の
上
述
目
的
以
外
の
輸
送
又
は
販
売
、
配
ガ
ス
、
及
び
配
ガ
ス
の

た
め
に
用
い
ら
れ
る
設
備
、
及
び
天
然
ガ
ス
の
産
出
と
集
積
。
」
そ
し
て
N
G
A
二
条
六
項
は
、
「
天
然
ガ
ス
事
業
者
」
の
定
義
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
州
際
通
商
と
な
る
天
然
ガ
ス
の
輸
送
又
は
再
販
売
用
天
然
ガ
ス
の
州
際
通
商
に
お
け
る
販
売
に

従
事
す
る
者
。
」
さ
ら
に
、

N
G
A
二
条
七
項
は
「
州
際
通
商
」
の
定
義
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
米
国
内
に
お
い
て
、

一
つ
の
州
の
あ
る
地
点
と
別
の
州
の
あ
る
地
点
と
の
通
商
、
又
は
、
同
一
州
内
の
二
つ
の
地
点
間
の
通
商
で
あ
っ
て
、
他
の
州
を
経

由
し
て
行
わ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
米
国
内
で
完
結
す
る
通
商
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

な
お
、
宮
島
自
己
－
o
E己
0
3
2
H
u
o
E
g
n。
・
対
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
公
益
事
業
委
員
会
事
件
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
の

N

G
A
二
条
七
項
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の
に
は
、
州
内
輸
送
と
直
接
小
売
販
売
、
そ
れ
に
州
の
規
制
に
服
す
る
地
方
配
ガ
ス
事

業
が
含
ま
れ
る
と
判
示
し
た
。
そ
の
結
果
、

F
E
R
e
の
規
制
権
限
は
以
下
の
範
囲
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ臼

州
際
通
商
と
な
る
、
再
販
売
を
目
的
と
し
た
天
然
ガ
ス
の
販
売

州
際
通
商
と
な
る
、
天
然
ガ
ス
の
輸
送

そ
し
て
、
右
の
二
つ
の
活
動
の
い
ず
れ
か
一
つ
又
は
両
方
に
該
当
す
る
場
合
、

N
G
A
上
の
「
天
然
ガ
ス
事
業
」
を
規
制
し
て
い



（お）

る
と
い
う
扱
い
に
な
る
。

一
九
五
四
年
、
連
邦
議
会
は
、
再
販
売
の
目
的
で
天
然
ガ
ス
の
州
際
輸
送
な
い
し
卸
売
販
売
に
従
事
す
る
天
然
ガ
ス
事
業
者
へ
の

F
E
R
C
の
排
他
的
な
権
限
行
使
に
例
外
を
設
け
る
べ
く
N
G
A
を
修
正
し
、

N
G
A
一
条
に
適
用
除
外
条
項
と
し
て

c
項
が
設
け

ら
れ
た
。
そ
れ
は

E
E
E当
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
連
邦
規
制
か
ら
免
除
し
、
州
の
規
制
に
服
さ
せ
よ
う
と
す
る
明
確
な
目
的
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
。
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国
百
ω
冨
者
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
州
外
の
天
然
ガ
ス
を
も
っ
ぱ
ら
州
内
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
連
邦
規
制
の
適
用
除
外
を
受
け
る
こ

と
が
天
然
ガ
ス
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
そ
の
施
設
は
基
本
的
に
州
内
と
州
境
に
位
置
す
る
。
州
が
規
制
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
全
て
の
天
然
ガ
ス
が
一
州
内
で
販
売
さ
れ
消
費
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
操
業
行
為

な
い
し
施
設
の
料
金
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
が
ど
れ
を
と
っ
て
も
州
規
制
当
局
の
規
制
に
従
い
つ
つ
行
わ
れ
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
議
会
も
、
そ
の
よ
う
な
事
柄
は
「
完
全
に
州
内
の
問
題
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
業

務
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
国
FEEtそ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
依
然
と
し
て
、
包
括
的
な

F
E
R
e
の
管
轄
権
に
服
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

と
い
う
の
は
、
目
5
宮
司
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
州
内
輸
送
を
超
え
る
輸
送
活
動
に
従
事
す
る
場
合
、

F
E
R
e
の

規
制
に
服
す
る
か
ら
で
あ
る
。

N
G
A
三
条
の
下
、

F
E
R
e
が
こ
の
規
制
権
限
を
有
す
る
。

N
G
A
三
条
は
、
以
下
の
趣
旨
を
規

定
す
る
。
「
い
か
な
る
者
も
、
天
然
ガ
ス
を
他
国
と
貿
易
す
る
際
に
は
事
前
に
連
邦
規
制
委
員
会
か
ら
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
連
邦
規
制
委
員
会
は
、
聴
聞
の
機
会
を
附
与
し
、
提
案
さ
れ
た
輸
出
又
は
輸
入
に
つ
い
て
公
益
と
一
致
し
て
い
な
い
と
判
断

し
な
い
限
り
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。
連
邦
規
制
委
員
会
は
、
必
要
又
は
適
切
と
思
わ
れ
る
場
合
に
、
一
部
又
は
全
部
に
お
い
て
そ

の
許
可
の
範
囲
を
命
令
に
よ
っ
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
聴
聞
の
機
会
の
附
与
の
後
に
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
必
要
又
は
適
切
と
思
わ
れ
る
補
充
的
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
こ
の
規
定
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
に
は
、

N
G
A
三
条
の
下
に
お
け
る
L
N
G輸
入
へ
の
連
邦
規
制
委
員
会
の
権
限
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に

Iう1
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適
切
な
状
態
で
基
地
操
業
行
為
等
に
条
件
を
課
す
権
限
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、

N
G
A
七
条
は
、
以
下
の
趣

旨
を
規
定
す
る
。
「
天
然
ガ
ス
の
販
売
又
は
輸
送
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
施
設
の
基
地
建
設
、
取
得
、
又
は
基
地
操
業
を
行
お
う
と

1う2
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す
る
者
は
、
連
邦
規
制
委
員
会
か
ら
『
公
共
の
便
宜
と
必
要
の
認
証
（
C
E
P号
。
3
C
E
R
n
g
g
E
8
8
8斗
Z
o
g包
丹
羽

C
P
C
N
）』

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
以
上
が
こ
の
種
の
規
制
に
つ
い
て
の
元
々
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

2 

N
G
A
の
修
正
と
規
制
改
革

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（
D
O
E
）
設
置
法
三

O
一
条
b
項
に
よ
り
、

N
G
A
三
条
の
規
制
権
限
は

F
E
R
e

一
九
七
七
年
に
な
っ
て
、

か
ら
D
O
E
に
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
八
四
年
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
長
官
は

N
G
A
を
条
件
と
し
て

L
N
G施
設
の
地
点
確
保
、
基

地
建
設
、
お
よ
び
基
地
操
業
を
承
認
し
、
又
は
不
承
認
と
す
る
権
限
を
F
E
R
e
に
委
譲
し
た
。
そ
こ
で
、

F
E
R
C
は
天
然
ガ
ス

の
輸
入
と
輸
出
に
関
連
す
る
新
し
い
囲
内
の
施
設
の
基
地
建
設
を
規
制
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、

D
O
E
は
天
然
ガ
ス
の
輸
入

を
承
認
す
る
権
限
を
維
持
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

D
O
E
が
天
然
ガ
ス
の
輸
出
入
そ
の
も
の
を
認
可
す
る
権
限
を
、

F
E
R
e
が
L

N
G施
設
の
地
点
確
保
と
基
地
建
設
、
具
体
的
に
は
輸
出
入
の
た
め
の
場
所
の
確
保
と
基
地
建
設
を
承
認
す
る
権
限
を
持
つ
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
九
二
年
に
は
、

N
G
A
三
条
に
b
項
と

c
項
を
追
加
さ
せ
る
閉
口
－
R
句

g
z
a〉
♀
（
E
P
A
c
t
）

が
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
b
項
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
L
N
G
に
関
し
て
国
家
の
処
理
を
必
要
と
す
る
自
由
貿
易
協
定

を
締
結
し
て
い
る
固
か
ら
合
衆
国
に
輸
入
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
及
び
自
由
貿
易
協
定
を
締
結
し
て
い
る
国
へ
合
衆
国
か
ら
輸
出
さ
れ
る

天
然
ガ
ス
に
つ
き
、

川
そ
の
よ
う
な
天
然
ガ
ス
の
輸
入
は
、
本
タ
イ
ト
ル
に
お
け
る
三
三

O
一
条
の
一
一
一
が
定
義
す
る
「
一
次
販
売
」
と
し
て
扱
わ

れ
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、



ω
F
E
R
e
は
、
国
家
の
権
威
に
従
い
、
不
正
、
不
合
理
、
不
当
な
差
別
、
不
当
な
優
遇
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
輸
入
天
然
ガ

ス
を
扱
わ
し
め
な
い
も
の
と
す
る
。
」

さ
ら
に
c
項
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
天
然
ガ
ス
の
事
実
上
自
由
貿
易
協
定
に
よ
る
輸
出
入
は
、
公
益
に
か
な
う
行
為

と
し
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
原
則
と
し
て
遅
滞
な
く
許
可
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
」

な
お
、
一
九
九
七
年
五
月
二
八
日
、

F
E
R
e
は
オ
ー
ダ
ー
五
九
五
号
を
発
し
、

N
G
A
三
条
の
下
で
の
申
請
関
連
規
則
を
一
部

改
正
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

D
O
E
の
権
限
委
譲
命
令
及
び

N
G
A
が
制
定
さ
れ
た
一
九
三
八
年
以
降
そ
れ
ま
で
の
権
限
の
変
動
に

米国における LNG輸入基地の立地規制に関する一考察（草薙真一）

整
合
す
る
規
則
変
更
で
あ
っ
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、

年
に
制
定
し
た
規
則
の
初
の
改
正
と
な
っ
た
。

F
E
R
e
の
前
身
組
織
で
あ
る
連
邦
動
力
委
員
会
（
F
P
C
）
が
一
九
四
七
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す
る
政
治
家
が
、

L
N
G輸
入
基
地
建
設
の
反
対
運
動
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
州
の
こ
の

種
の
権
限
行
使
が
直
接
L
N
G
輸
入
基
地
の
立
地
選
定
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
各
州
あ
る
い
は
各
地
域
に
お
い
て
、

L
N
G
輸
入

基
地
の
規
制
権
限
に
関
わ
る
訴
訟
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ガ
ス
卸
売
市
場
に
ガ
ス
供
給
し
、
あ
る
い
は
市
場

に
コ
ミ
ッ
ト
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
持
つ

L
N
G輸
入
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
殺
さ
せ
る
結
果
、
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
そ
の
も
の
を
頓
挫
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
状
況
に
立
ち
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

米国における LNG輸入基地の立地規制に関する一考察（草薙真一）

B
P社
（

E
t田町
F
S｝

2
5
社
は
前
身
）
の
思
z
g
D
島
（
テ
キ
サ
ス
州
ガ
ル
ベ
ス
ト
ン
）
に
は

L
N
G
輸
入
基
地
新
規
建
設
計
画
が

あ
っ
た
が
、
本
来
の
訴
訟
当
事
者
で
は
な
か
っ
た

B
P社
が
建
設
断
念
に
追
い
込
ま
れ
た
。
ま
ず
こ
の
事
件
を
振
り
返
り
た
い
。

本
件
は
、
同

Mors島
で

L
N
G
輸
入
基
地
を
建
設
す
る

B
P
社
の
計
画
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
住
民
か
ら
の
反
対
運
動
が
起
こ

っ
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。
住
民
の
不
満
は
、
意
外
に
も
州
ガ
ル
ベ
ス
ト
ン
港
湾
局
と

B
P
社
間
の
交
渉
の
な
さ
れ
方
に
あ
っ
た
。

ガ
ル
ベ
ス
ト
ン
港
湾
局
は
、
提
案
さ
れ
た
基
地
の
立
地
候
補
地
に
つ
い
て
、

B
P
社
と
の
賃
貸
借
協
定
の
合
意
に
向
け
て
交
渉
し
、

思
惑
通
り
に
成
功
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
交
渉
の
経
過
が
、
住
民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
行
政
当
局
は

B
P杜
と

の
交
渉
を
秘
密
裡
に
行
っ
て
い
た
と
考
え
た
住
民
は
、
そ
の
行
為
が
住
民
へ
の
裏
切
り
行
為
で
あ
り
、
テ
キ
サ
ス
州
の
公
開
会
議
法

（O
宮
口
冨
8
5
m∞
〉
♀
）
に
違
反
し
て
い
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
同
港
湾
局
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
二

O
O
六
年
三
月
二

一
一
日
、
テ
キ
サ
ス
州
第
一
二
二
地
区
裁
判
所
の

Z
E
巴
E
2
判
事
は
、
同
港
湾
局
の
当
該
行
為
は
州
の
公
開
会
議
法
に
違
反
し
て

お
り
、
従
っ
て
協
定
の
合
意
は
無
効
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
五
カ
月
後
、

B
P
社
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
行
す
る
こ
と
は
も
は
や

不
可
能
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

B
P
社
は
そ
の
判
断
が
訴
訟
の
結
果
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、

Frs

島
の

L
N
G輸
入
基
地
の
建
設
は
、
ま
さ
に
こ
の
裁
判
の
た
め
予
定
よ
り
も
一
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て

B
P社
自
ら

が
計
画
を
撤
回
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
に
は
、

L
N
G
基
地
規
制
と
は
本
来
無
関
係
な
州
法
が
、

L
N
G輸
入
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
限
止
す
る
ツ

1
ル
に
な
る
可
能
性
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Iララ

一
方
、
テ
キ
サ
ス
州
政
府
は



一
貫
し
て

B
P
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
テ
キ
サ
ス
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
お
け
る

L
N
G輸

lう6

公法E

入
の
役
割
が
増
大
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

慶麿の法律学

先
占
領
域
理
論
を
め
ぐ
る
連
邦
と
州
の
管
轄
権
論
争

提
案
さ
れ
た

L
N
G輸
入
基
地
の
建
設
を
可
能
に
し
、
あ
る
い
は
不
可
能
に
す
る
権
限
を
政
府
機
関
が
行
使
す
る
以
上
、
プ
ロ
ジ
ェ

2 
ク
ト
の
実
現
の
た
め
に
最
も
重
要
な
鍵
を
握
る
者
は
政
府
機
関
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
連
邦
と
州
の
ど
ち
ら
の

政
府
機
関
に
そ
の
管
轄
権
が
あ
る
か
が
明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
連
邦
と
州
の
ど
ち
ら
が

L
N
G輸
入
基
地
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
認
可
を
与
え
、
あ
る
い
は
逆
に
拒
否
す
る
こ
と
を
法
律
上
決
定
で
き
る
か
と
い
う
問
題
を
扱
う
。
こ
れ
は
、
言
い
換
え

れ
ば
、
規
制
権
限
に
お
け
る
連
邦
政
府
の
権
限
の
有
無
を
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
二

O
O
五
年
E
P
A
c
t
が
制

定
さ
れ
た
後
も
、
連
邦
の
先
占
（
匂
B
E
O
B宮
古
ロ
）
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
領
域
を
確
定
す
る
こ
と
に
は
非
常
に
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
四
l
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
管
轄
権
論
争
は
隣
接
州
同
士
に
お
い
て
も
起
こ
り
得
る
。

一
九
三
八
年
以
降
、
連
邦
裁
判
所
は
、

N
G
A
の
も
と
、
連
邦
議
会
の
目
標
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
立
地
を
妨
害
す
る
州
法

に
対
し
て
は
、
連
邦
が
先
占
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
き
た
。
か
つ
て
、
連
邦
第
二
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、
「
州
法
の
領
域
が
連

邦
法
に
よ
り
先
占
さ
れ
州
規
制
当
局
の
権
限
行
使
の
可
能
性
が
奪
わ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
州
は
、
連
邦
が
承
認
し
た
建
設
工
事
を
、

地
元
の
利
益
の
た
め
に
頻
繁
に
遅
延
さ
せ
あ
る
い
は
妨
害
す
る
だ
ろ
う
」
と
、
連
邦
の
先
占
の
現
実
的
な
意
味
合
い
を
明
快
に
説
明

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
議
会
が

F
E
R
e
に
N
G
A
に
お
い
て
与
え
た
権
限
は
、
連
邦
と
し
て
の
先
占
的
権
限
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
二

O
O
五
年
E
P
A
c
t
に
よ
り
、

F
E
R
e
の
L
N
G輸
入
基
地
で
の
規
制
権
限
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
F
E
R
e

に
よ
る
規
制
の
枠
組
み
も
明
確
に
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
法
が
、
こ
れ
ま
で
法
解
釈
に
依
存
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た

N
G
A
三

条
を
明
確
に
修
正
し
、

F
E
R
e
に
L
N
G
輸
入
基
地
設
置
、
拡
張
ま
た
は
操
業
に
対
す
る
規
制
権
限
を
加
え
た
の
で
あ
る
。



し
か
し
州
あ
る
い
は
地
元
の
政
治
家
に
は
、
こ
の
制
度
は
、
本
来
固
有
の
も
の
と
し
て
州
な
い
し
地
方
政
府
が
有
し
て
い
た
土
地

の
使
用
、
地
域
安
全
保
障
、
お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
管
轄
権
を
、
連
邦
政
府
が
奪
い
取
っ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
合
衆

国
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
一
方
、

F
E
R
e
を
は
じ
め
と
す
る
こ

0
0
五
年
E
P
A
c
t
の
推
進
者
ら
は
、
こ
の
法

律
が
州
と
連
邦
の
間
で
の
従
来
か
ら
の
権
限
配
分
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
全
く
な
い
と
主
張
し
て
、
そ
の
よ
う
な
反
対
は
誤
っ
て

い
る
と
し
た
。

米国における LNG輸入基地の立地規制に関する一考察（草薙真一）

F
E
R
C
の
柔
軟
な
対
応

N
G
A
は
L
N
G商
業
船
の
米
国
初
就
航
よ
り
は
る
か
昔
の
一
九
三
八
年
に
制
定
さ
れ
た
連
邦
法
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
同
法

3 
は、

F
E
R
e
に
対
し
て

L
N
G
輸
入
基
地
規
制
に
関
す
る
い
か
な
る
権
限
も
与
え
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
法

治
国
家
に
お
い
て
、
法
に
よ
り
規
制
権
限
が
与
え
ら
れ
な
い
状
態
で
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
九
七

0
年
代
に
入
り
、
米
国
で
の

L
N
G輸
入
基
地
の
工
事
に
つ
い
て
、

F
E
R
e
は
N
G
A
三
条
と
七
条
を
再
解
釈
し
、

L
N

G
輸
入
基
地
規
制
に
は
原
則
と
し
て

N
G
A
三
条
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

N
G
A
三
条
の
も
と
、

F

E
R
e
が
、
提
案
さ
れ
た

L
N
G
の
輸
出
入
が
公
益
と
一
致
す
る
か
を
審
査
し
、
そ
の
基
地
の
建
設
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た

F
E
R
e
は、

N
G
A
三
条
の
も
と
、
そ
の
認
可
が
「
必
要
で
あ
る
か
、
ま
た
は
適
切
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
」
場
合
に

は
、
条
件
を
附
し
て
そ
れ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、

F
E
R
e
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、

N
G
A
七
条
は
、

F
E
R

C
に
、
「
州
際
通
商
」
に
該
当
す
る
ガ
ス
輸
送
の
た
め
の
天
然
ガ
ス
施
設
の
建
設
及
び
操
業
に
つ
い
て

C
P
C
N
を
発
行
す
る
権
限

を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、

c
p
C
N
を
発
行
す
る
た
め
の
基
準
は
、

N
G
A
三
条
に
よ
る
審
査
基
準
よ
り
も
厳
格
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
理
由
は
、

F
E
R
e
に
よ
れ
ば
、

N
G
A
七
条
に
よ
れ
ば
提
案
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
公
益
上
必
要
で
あ
る
か
ま
た
は
望

ま
し
い
と
の
事
実
」
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
公
益
上
必
要
で
あ
る
か
望
ま
し
い
こ
と
」
を
事
実
と
し
て
認

lう7



定
す
る
た
め
、

公法E

F
E
R
e
は
、
申
請
者
が

N
G
A
七
条
で
列
挙
さ
れ
た
要
件
を
満
た
す
能
力
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
意
思
が
あ
る
こ
と

を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
設
置
工
事
及
び
操
業
が
、
現
在
の
ま
た
は
将
来
の
公
衆
の
便
益
に
適
っ
て
お
り
か
つ
必

要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
高
度
な
基
準
は
、

c
p
C
N
に
伴
う
高
度

な
権
限
の
行
使
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

1う8
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一
方
、

N
G
A
三
条
は
、

F
E
R
e
に
、
よ
り
大
き
な
柔
軟
性
と
裁
量
の
広
さ
を
許
容

F
E
R
e
の
前
身
で
あ
る

F
P
C
は
、
オ
ー
ダ
ー
六
二
二
号
を
発
し
、

N
G
A
に
よ
っ
て
定

義
さ
れ
る
「
天
然
ガ
ス
」
に
は

L
N
G
が
含
ま
れ
る
と
解
釈
し
た
が
、
そ
の
際
F
P
C
は
、
天
然
ガ
ス
の
生
産
を

L
N
G
の
輸
入
と

す
る
も
の
に
な
る
。

一
九
七
二
年
に
、

比
較
し
て
説
明
し
、
自
ら
が
井
戸
元
で
の
ガ
ス
生
産
活
動
に
対
す
る
と
同
じ
よ
う
に
、

い
態
度
を
と
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
結
論
し
た
。

L
N
G基
地
で
の
そ
れ
に
つ
い
て
厳
格
で
な

N
G
A
三
条
の
管
轄
権
を
、

L
N
G船
が

L
N
G輸
入
基
地
に

接
続
し
た
時
点
か
ら
気
化
器
に

L
N
G
が
送
り
込
ま
れ
る
時
点
ま
で
生
じ
て
い
る
と
し
た
。
一
方
、

N
G
A
七
条
に
基
づ
く
自
ら
の

管
轄
権
に
つ
い
て
は
、

L
N
G
が
気
化
器
に
送
り
込
ま
れ
る
時
点
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
先
は
「
州
際
通
商
」
で
あ
る
と
し
つ

つ
、
ガ
ス
が
各
州
間
の
通
商
を
目
的
と
し
て
輸
送
さ
れ
さ
ら
に
卸
販
売
さ
れ
る
時
点
に
ま
で
及
ぶ
と
し
た
。
但
し

F
P
C
は
、
こ
の

既
述
の
よ
う
に
、

F
P
C
は
、
オ
ー
ダ
ー
六
二
二
号
に
お
い
て
、

よ
う
な
根
拠
条
文
の
区
分
は
一
応
の
原
則
論
に
す
ぎ
ず
、
将
来
の
申
請
書
を
い
か
に
扱
う
か
は
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
考
え
る
べ

き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
オ
ー
ダ
ー
六
一
三
号
の
運
用
に
つ
い
て
、

F
P
C
は、

N
G
A
七
条
に
基
づ
く
C
P
C
N
の
取
得
が
、

州
際
通
商
に
よ
り
ガ
ス
を
輸
送
し
、
販
売
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
施
設
の
す
べ
て
に
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。
し

か
も
F
P
C
は
、
液
化
天
然
ガ
ス
の
輸
入
行
為
も
州
際
通
商
で
あ
る
と
の
理
論
に
基
礎
づ
け
、
そ
れ
ま
で
の
先
例
は
、
こ
れ
と
矛
盾

し
た
判
断
部
分
に
つ
い
て
は
先
例
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
と
し
て
、
自
ら
の
考
え
方
に
つ
い
て
念
を
押
し
た
の
で
あ
っ
た
。

L
N
G輸
入
基
地
が
設
置
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
全
米
各
地
に
広
が
る
状
況
を
好
ま
し
い
も
の
と
考
え
る

F
E
R
e
は、

L 
N 

G
輸
入
基
地
を
規
制
す
る
主
た
る
根
拠
を
、
現
在
は

N
G
A
三
条
の
権
限
に
求
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
現
在
の

F
E
R
e
の
解
釈
に



よ
れ
ば
、

L
N
G
輸
入
基
地
の
立
地
選
定
、
工
事
、
お
よ
び
操
業
に
は
、

N
G
A
三
条
の
権
限
の
行
使
が
な
さ
れ
、
気
化
し
た
天
然

ガ
ス
が
州
際
ガ
ス
導
管
網
に
送
り
込
ま
れ
る
と
、

N
G
A
七
条
に
よ
る
権
限
の
行
使
が
な
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に
な
る
。

F
E
R
e
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は
N
G
A
三
条
を
用
い
て
規
制
を
柔
軟
化
し
た
い
と
考
え
た
。
一
方
、

C
P
C
N
申
請
書
の
提
出
範
囲
は
、
公
益
性
を
維
持
す
る
観

点
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ
る
場
合
に
大
幅
に
制
限
し
た
。
た
と
え
ば
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
国
2
5
2ミ
L
N
G輸
入
基
地
を
認
可
す

る
オ
ー
ダ
ー
で
は
、

F
E
R
e
は
N
G
A
七
条
に
よ
れ
ば
当
然
に
要
求
さ
れ
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
第
三
者
ア
ク
セ
ス
（
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
）
を
、

N
G
A
三
条
を
根
拠
に
「
強
制
す
る
必
要
が
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

F
E
R
e
は、

N
G
A
三
条

に
基
づ
く
権
限
は
強
力
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
現
実
的
観
点
か
ら
L
N
G
輸
入
基
地
を
そ
れ
ほ
ど
強
く
規
制
す
べ
き
で
は
な
い
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た
。
こ
の
判
断
に
は
、

L
N
G
輸
入
基
地
の
さ
ら
な
る
設
置
へ
の
投
資
意
欲
を
刺
激
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
推
察

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

F
E
R
e
は
自
ら
の
政
策
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
連
邦
法
の
解
釈
の
変
更
に
よ
る
規
制
権
限
の
求
め

方
を
柔
軟
に
変
更
す
る
傾
向
を
有
し
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
の
傾
向
は
、
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

F
E
R
e
の
権
限
の

及
ば
な
い
領
域
は
州
が
権
限
を
行
使
す
る
た
め
、
州
に
と
っ
て
、

F
E
R
e
の
立
場
の
変
更
が
予
測
困
難
と
な
っ
て
当
惑
の
も
と
と

な
り
、
事
業
者
に
と
っ
て
も
、
申
請
の
準
備
等
に
お
い
て
実
務
上
の
不
満
が
残
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
F
E
R
e
の
周
到

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

連
邦
の
権
限
の
委
譲
か
ら
発
生
す
る
連
邦
と
州
の
対
立
の
克
服

か
ね
て
よ
り
、

N
G
A
の
制
度
に
お
い
て
は
、
州
が
連
邦
の
目
的
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
み
せ
か
け
つ
つ
、
連
邦
と
は

異
な
る
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
あ
る
連
邦
法
が
N
G
A
と
協
働
し
、
あ
る
い
は
両
者
が
相
補
う
も

の
と
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
州
が
連
邦
か
ら
委
譲
さ
れ
た
規
制
権
限
の
行
使
に
よ
り
連
邦
の
活
動
を

妨
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
連
邦
に
よ
る
先
占
と
い
う
問
題
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
い
わ
ば
「
抜
け
道
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
州

4 
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が、

F
E
R
e
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
少
な
く
と
も
遅
延
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
中
止
に
追
い
込
も
う
と
す
る
な
ら

公法E

160 

ば
、
そ
の
よ
う
な
「
抜
け
道
」
が
今
後
も
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

N
G
A
は
、
州
が
L
N
G
輸
入
基
地
の
建
設
に
関
連
す
る
裁
量
的
決
定
権
を
行
使
す
る
機
会
を
完
全
に
奪
っ
て
は
い
な

慶麿の法律学

現
在
も
、

い。

E
P
A
c
t
二
O
O
五
で
も
、
連
邦
議
会
が
連
邦
水
質
汚
濁
防
止
法
（
者
包

R
E－－
E
S
F塁
。
－
〉
兵

W
P
C
A
（但し、

一
般
に

は
「
内
庁
自
垣
内
W

昨
日
〉
兵

C
W
A
」
と
い
う
呼
称
が
広
ま
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
「
C
W
A
」
を
用
い
る
。
）
）
を
用
い
る
構
造
を
引
き
継

い
だ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
連
邦
法
を
根
拠
と
し
て
州
に
委
譲
さ
れ
る
連
邦
の
権
限
は
、

L
N
G
輸
入
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
積
極
的
に
規
制
す
る
機
会
を
州
に
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

L
N
G
輸
入
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
建
設
遅
延
の
リ
ス
ク
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
在
も
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。

z
z
E
q
E
2虫唱。－
5
0
円。
B
H
V
O
弓
（
以
下
、
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
l
イ
ー
ス
ト
社
」
と

い
う
。
）
と
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
と
の
紛
争
は
、
州
が
C
W
A
の
も
と
で
州
に
与
え
ら
れ
る
権
限
を
用
い
る
こ
と
で
、
連
邦
政
府
に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
凍
結
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
議
会
は
C
W
A
に
基
づ
く
州
の
決
定
に
対
す
る

E
P
A
c
t
二
O
O
五
に
盛
り
込
む
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ

す
べ
て
の
不
服
の
訴
え
を
連
邦
裁
判
所
に
処
理
さ
せ
る
条
項
を
、

こ
で
は
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
O
O
二
年
九
月
一
九
日
、

F
E
R
e
は
N
G
A
七
条
の
も
と
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）
に
お
け
る
C
P
C

N
を
ア
イ
ラ
ン
ダ
l
イ
ー
ス
ト
社
に
交
付
し
た
。
こ
れ
は
同
社
に
よ
る
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ノ

l
ス
ヘ
ブ
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
サ
ウ
ン
ド
ま
で
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
F
E
R
e
と
し
て
は
賛
意
を
表
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

し
か
し
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
は
、
連
邦
裁
判
所
に
お
い
て
同
認
証
の
無
効
確
認
を
求
め
、
訴
訟
進
行
の
不
調
を
見
る
や
、
自
ら
訴
え
を

取
り
下
げ
た
。
そ
し
て
そ
の
代
わ
り
に
、
同
州
は
、
引
き
続
き
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
対
す
る
た
め
に
、

C
W
A
の
も
と
で
、
連
邦

政
府
に
よ
っ
て
委
譲
さ
れ
た
権
限
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

C
W
A
は
、
州
政
府
に
対
し
て
、
米
国
環
境
保
護
庁
（
開

Z
B
E
g
s
－p
g
g
g〉
mgの可
U
E
F
A
）
の
指
揮
の
も
と
で
水
質
基
準
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を
設
定
し
、
こ
れ
を
実
施
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。

E
P
A
は
、
州
が
作
成
し
た
水
質
基
準
が
C
W
A
の
も
と
で
有
効
な
も
の
と

承
認
し
た
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
連
邦
許
可
を
保
持
す
る
事
業
者
は
、
自
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
航
行
可
能
な
水
域
に
汚
染
物
質
を

排
出
す
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
基
準
に
も
適
合
し
て
お
く
こ
と
を
要
求
す
る
。
連
邦
機
関
に
C
W
A
上
の
認
可
を
求
め
る
際
に
も
、

C
W
A
四
O
一
条
の
規
定
す
る
「
水
質
証
明
書
（
者
包
R
O
S
－－q
p
a
p
g
u
W
Q
C
）
」
を
州
機
関
が
発
行
す
る
ま
で
、
事
業
者
は
申

請
を
待
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、

E
P
A
長
官
は
、
連
邦
機
関
と
し
て

W
Q
C
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
、
州

機
関
が
仮
に

E
P
A
の
考
え
と
は
矛
盾
し
た

W
Q
C
を
交
付
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
破
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る。

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
対
抗
す
る
形
で
、
米
国
商
務
長
官
（
∞
2
5
s
q
え
円
。
B
E
2
8）
に
よ
る
応

援
を
求
め
て
、
連
邦
沿
岸
域
管
理
法
（
円
。
S
E
E
S
Z包
括
o
E
O
E
〉只

C
Z
M
A
）
に
基
づ
く
管
理
審
査
の
手
続
を
申
請
し
た
。
そ

れ
が
功
を
奏
し
、
米
国
商
務
長
官
は
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
州
沿
岸
域
管
理
計
画
を
却
下
す
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
米
国
商
務
長
官
の
当
該
却
下
決
定
を
不
服
と
し
た
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
は
、
連
邦
地
方
裁
判
所
に
同
決
定
の
取
り
消
し
を
求

め
て
出
訴
し
た
。
こ
の
間
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
は
、

W
Q
C
の
発
行
を
拒
否
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
結
果
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設

は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ア
イ
ラ
ン
ダ

l
イ
ー
ス
ト
杜
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
C
W
A
四
O
一
条
に
基
づ
く
州
の

W
Q
C
を
必
要

と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
イ
ラ
ン
ダ

l
イ
ー
ス
ト
杜
は

W
Q
C
申
請
書
を
何
度
も
提
出
し
た
が
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
環
境
保
護
省

（円。
5
0
2
5
5
8
3
5
E
。
E
E
B
E
g
s
－E
R
a
g
u
e
D
E
P
）
が
、
そ
の
た
び
に

W
Q
C
の
交
付
を
拒
否
し
て
い
る
。

当
時
、
州
当
局
の

W
Q
C交
付
拒
否
決
定
に
つ
い
て
は
、
連
邦
裁
判
所
に
よ
る
司
法
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

ア
イ
ラ
ン
ダ

l
イ
ー
ス
ト
社
は
、

W
Q
C
交
付
拒
否
を
不
服
と
す
る
ア
イ
ラ
ン
ダ

l
イ
ー
ス
ト
社
は
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
裁
判
所
に
お
け
る
宣
言
的
判
決
を
求
め
て
訴

訟
を
提
起
し
た
。
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
l
イ
ー
ス
ト
杜
は
、

C
D
E
P
に
は
、

W
Q
C
発
行
の
拒
否
を
、
米
国
商
務

長
官
が
支
持
を
拒
否
し
た
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
沿
岸
域
管
理
計
画
に
基
礎
づ
け
た
違
法
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

E
P
A
c
t
二
O
O
五
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は
、
二

O
O
五
年
八
月
に
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
こ
の
事
件
は
一
年
以
上
、
州
裁
判
所
で
い
わ
ば
「
放
置
」
さ
れ
て

し
ま
い
、

F
E
R
e
が
同
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
認
可
し
た
後
お
よ
そ
三
年
を
経
過
し
て
も
、
ア
イ
ラ
ン
ダ

l
イ
ー
ス
ト
社
は
つ
い

に
必
要
な
W
Q
C
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
た
。
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か
ね
て
よ
り
、

F
E
R
C
は
こ
の
事
態
を
憂
慮
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

E
P
A
c
t
二
O
O
五
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
者
が
、

連
邦
法
の
権
限
の
も
と
で
な
さ
れ
る
連
邦
ま
た
は
州
機
関
に
よ
る
活
動
の
た
め
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
妨
げ
ら
れ
た
場
合
に
、
至
急
、

連
邦
裁
判
所
に
救
済
（
連
邦
法
に
基
づ
く
命
令
や
差
止
め
が
中
心
と
な
る
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
即
決
裁
判
の
手
続
を
規
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
設
さ
れ
た

N
G
A
一
九
条
d
項
は
、

F
E
R
e
に
よ
り
な
さ
れ
た
決
定
と

C
Z
M
A
の
も
と
で
な

さ
れ
た
連
邦
の
決
定
を
除
き
、

N
G
A
に
従
つ
て
な
さ
れ
た
州
政
府
当
局
や
連
邦
政
府
当
局
の
命
令
や
行
動
の
不
服
の
訴
訟
は
、
連

邦
控
訴
裁
判
所
に
、
排
他
的
か
つ
始
審
的
管
轄
権
が
あ
る
と
規
定
し
た
。
こ
の
即
決
裁
判
手
続
を
求
め
て
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
訴
え

る
仕
組
み
に
よ
り
、
事
業
者
は
司
法
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
手
続
を
、

L
N
G基
地
を

含
む
す
べ
て
の
天
然
ガ
ス
施
設
に
関
し
て
適
用
し
た
い
と
考
え
た

F
E
R
e
は
、
天
然
ガ
ス
申
請
者
の
た
め
、
す
べ
て
の
連
邦
の
標

準
認
可
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
た
。
も
し
州
が
、

F
E
R
e
が
設
定
し
た
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対
応
し
な
い
な
ら
ば
、
申
請
者

は
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
法
廷
で
即
決
審
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ア
イ
ラ
ン
ダ
l
イ
ー
ス
ト
社
は
、

E
P

A
c
t
二
O
O
五
の
成
立
を
受
け
て
、

C
D
E
P
の
W
Q
C
の
交
付
拒
否
処
分
の
取
り
消
し
審
査
を
求
め
、
連
邦
第
二
巡
回
控
訴
裁

判
所
に
即
決
裁
判
の
申
し
立
て
を
な
し
、
そ
の
結
果
よ
う
や
く
救
済
さ
れ
た
。

右
の
ア
イ
ラ
ン
ダ
l
イ
ー
ス
ト
社
事
件
の
意
義
を
簡
単
に
再
確
認
し
て
お
く
。
一
般
に
、

F
E
R
e
が
い
っ
た
ん

L
N
G輸
入
基

地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
認
可
す
る
と
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
対
す
る
州
の
規
制
は
先
占
さ
れ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
妨
げ
る
方
向

で
は
権
限
を
発
動
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
州
の
役
割
が

C
W
A
な
ど
事
業
に
関
連
す
る
連
邦
法
を
根
拠
と
す
る
と
き
、
州
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
は
予
測
し
が
た
い
。
実
際
に
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
は
、

C
W
A
の
も
と
で
の
白
州
の



権
限
を
用
い
る
こ
と
で
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
l
イ
ー
ス
ト
社
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

E
P
A
が
W
Q
C
発
行
を
拒
否
す
る
州
の
態
度
を
変
更
さ
せ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
州
の
権
限
行
使
が
違
法
な
ら
ば
、

E
P
A
が
そ
の
行
為
を
否
定
す
る
権
限
は
あ
る
が
、

E
P
A
は
そ
の
権
限
を
も
控
え
め
に
行
使
す
る
傾
向
が
あ
る
。
極
端
な
状
況
に

お
い
て
の
み
そ
れ
を
行
使
で
き
る
と
し
な
け
れ
ば
混
乱
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、

C
W
A
の
過
去
の
運
用
に
従
え
ば
、

こ
れ
は
、

米国における LNG輸入基地の立地規制に関する一考察（草薙真一）

E
P
A
c
t
二
O
O
五
以
前
か
ら
、

C
W
A
に
お
け
る

W
Q
C
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
申
請
者
は
、
州
裁
判
所
に
よ
り
救
済
を
受

け
て
き
た
。
ア
イ
ラ
ン
ダ
l
イ
ー
ス
ト
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
を
妨
げ
る
た
め
に
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
が
採
用
し
た
戦
術
は
、
当

該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
W
Q
C
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
目
的
で
、

C
W
A
の
も
と
で
、

W
Q
C
に
か
か
わ
る
州
の
裁
量
権
の
行
使
が
な
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
連
邦
議
会
が
、

C
W
A
な
い
し
他
の
連
邦
法
の
も
と
で
不

服
申
し
立
て
を
す
る
場
合
に
連
邦
裁
判
所
に
お
い
て
な
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
手
続
を
い
わ
ば
連
邦
化
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

5 

将
来
に
お
け
る
連
邦
の
権
限
の
委
譲
か
ら
発
生
す
る
連
邦
と
州
の
対
立

E
P
A
c
t
二
O
O
五
は
、
連
邦
法
で
あ
る

C
Z
M
A
に
つ
い
て
、
全
国
海
洋
大
気
局
（
Z
色。

s－0
2
5。
自
己
〉
言
。
聞
事

0
5

〉
宮
亘
書
記
仲
良
N
O
A
A
）
と
い
う
連
邦
機
関
の
規
制
権
限
の
一
部
を
州
に
委
譲
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
維
持
し
た
が
、
前
述
の

C

W
A
の
も
と
で
の

W
Q
C交
付
拒
否
処
分
の
場
合
の
よ
う
な
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
て
の
即
決
裁
判
手
続
の
導
入
を
な
さ
な
か
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
規
制
と
は
趣
旨
を
異
に
す
る

C
Z
M
A
に
つ
い
て
は
妥
当
な
政
治
決
着
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
も
や
は
り
州
が
自
ら
の
決
定
を
破
棄
す
る
機
会
を
連
邦
政
府
に
与
え
な
い
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
妨
げ
て
し
ま
う
行

動
に
つ
い
て
、
連
邦
規
制
当
局
が
対
抗
で
き
な
い
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
る
。

C
Z
M
A
は
、
沿
岸
域
の
連
邦
の
許
認
可
活
動
を
拒

こ
れ
は
、
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否
す
る
権
能
を
州
に
与
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
米
国
商
務
長
官
は
、
州
に
よ
る
拒
否
の
意
思
表
示
を
さ
ら
に
破
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る

構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
階
層
的
構
造
は
、
州
が
最
終
的
な
決
断
を
し
て
、
連
邦
が
そ
れ
を
覆
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
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こ
と
を
防
ぐ
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、

C
Z
M
A
の
手
続
は
、

C
Z
M
A
の
も
と
で
の
証
明
書
を
求
め
る
申
請
者
と
州

の
間
で
謬
着
状
態
に
陥
り
、
結
果
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遅
延
さ
せ
る
、
ま
た
は
中
止
さ
せ
ら
れ
る
リ
ス
ク
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
不
作
為
審
査
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
州
の
判
断
を
審
査
す
る
連
邦
の
手
続
が
明
確
に
な
っ
て
は
い

な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

C
Z
M
A
は
州
に
対
し
て
、
個
別
の
地
域
で
、
最
終
的
に
は
米
国
商
務
長
官
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
沿
岸
域
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
す
る
権
利
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
沿
岸
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
陸
地
の
包
括
的
使
用
及
び
開
発
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

長
官
が
い
っ
た
ん
州
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
承
認
す
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
邦
へ
の
申
請
を
行
う
者
は
、
州
の
沿
岸
の
管
理
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
「
C
Z
M
A
適
合
証
明
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
州
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

（

剛

）

州
の
沿
岸
域
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
適
合
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
提
案
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
対
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
こ

の
仕
組
み
の
も
と
、
申
請
者
は
州
に
対
し
て
、
自
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
州
の
沿
岸
域
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か

の
審
査
に
必
要
な
デ
l
タ
と
情
報

5
2
2
g
q
e
s
s
Eロ
P
E
a
－。R
N
D
I
）
を
提
出
す
る
わ
け
で
あ
る
。
州
が
こ
れ
ら
を
受
け
取

っ
て
か
ら
六
カ
月
以
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
反
対
を
決
め
た
場
合
に
は
、
米
国
商
務
長
官
が
そ
の
決
定
を
破
棄
す
る
決
定
を
行
わ

い
か
な
る
連
邦
機
関
も
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
許
認
可
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
州
が
申
請
書
の
提

な
い
限
り
は
、

出
を
受
け
六
カ
月
以
内
に
同
意
し
な
く
て
も
、
反
対
を
し
な
い
な
ら
ば
、
州
の
同
意
が
推
定
さ
れ
る
。
但
し
、
申
請
書
の
提
出
後
三

（
山
間
）

O
日
以
内
に
N
D
I
が
十
分
で
な
い
旨
を
申
請
者
に
通
知
し
た
場
合
は
同
意
の
推
定
が
な
さ
れ
な
い
。

確
か
に
、

C
Z
M
A
は
、
前
述
の
よ
う
に
州
が
沿
岸
域
管
理
に
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
米
国
商
務
長
官
が
拒
否

権
を
発
動
す
る
こ
と
を
認
め
る
か
ら
、
米
国
商
務
長
官
が
州
の
決
定
を
覆
す
権
限
が
あ
る
と
い
う
構
造
は
、
連
邦
政
府
が
結
局
プ
ロ
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a
v
i
d
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o
c
h
n
e
r
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n
d
 Michael Brooks, supra note 15, at 473. 

Laura Elder, B
P
 Awaits Lawsuit’s

 Ou
t
c
o
m
e
,
 Galveston C

o
u
n
t
y
 Daily N

e
w
s
,
 A
u
g
u
s
t
 17, 2005. 

Id. 

G
r
e
g
 Barr, BP, W

h
a
r
v
e
s
 B
o
a
r
d
 File L

N
G
 Appeals, Galveston C

o
u
n
t
y
 Daily N

e
w
s
,
 July 2, 

2006. 

Laura
日
der,

B
P
 Shelves Isle L

N
G
 Project, Galveston C

o
u
n
t
y
 Daily N

e
w
s
,
 A
u
g
.
 22, 2006. 

Hines v. 
Davidowitz, 3

1
2
 U.S. 52, 67 (1941); see also Schneidewind v. 

A
N
R
 Pipeline Co., 4

8
5
 U.S. 293 (1988) 

刑
事
長
童
話
主
主

.lJ
:i京

困
恒

産
E
e
事件..，.，：＞~時為’

1樟
誕

！..！附
時

fJ.lJ~~＼
~
ポ
エ
。

See,
e. 

g., 
B
a
r
b
 Rayner, L

N
G
 Fight Still 

On, Saint Croix 

（広）

（担）

（去）

（寺）

（寺）

（守）

（守）

（寺）

Id. 

出

G－

National Fuel G
a
s
 Supply Corp. v. 

Pub. Serv. C
o
m
m’n, 

8
9
4
 F. 

2
d
 571, 5

7
6
 (2d Cir. 

1990) 

Petition for Expedited Review, Islander East Pipeline Co. v. 
Conn. Dept. o

f
 Envtl. 

Prot., N
o
.
 05-4139

・A
G

(2nd Cir. 
Aug. 8, 

2005) 

Courier, M
a
y
 17, 2006. 

（寄）
Natural G

a
s
 Act, 15 U. S. 

C. sections 717-l 7
w
 (1938) 

（専）

（ヰ）
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n
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r
g
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 Policy A

c
t
 o
f
2
0
0
5
 section 313 (b) 

See, e. 
g., 

Press Release, C
o
n
g
r
e
s
s
w
o
m
a
n
 R
o
s
a
 L. D

e
L
a
u
肌

D
e
L
a
u
r
o
Statement o

n
 the Energy Policy A

c
t
 Conference Report (Nov. 

18, 

2003) ,
 

available at h
句
：
／
／
www.house.gov/delauro/press/2003/

statement energy bill 
11 

18 03.html. 

(
 ~）
 

See, e. 
g., 

Press Release, F
E
R
C
,
 C
h
a
i
r
m
a
n
 Pat W

o
o
d
,
 III 

W
e
l
c
o
m
e
s
 President’s

 Support of F
E
R
C
’s

 Jurisdiction O
v
e
r
 L

N
G
 Facilities 

(Apr. 27, 2005), available at http://www.ferc.gov/press-roo
凶

press-releases/archives.asp.
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C
E
N
T
E
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O
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N
E
R
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C
O
N
O
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I
C
S
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別
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R
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D
U
C
T
I
O
N
T
O
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N
G
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N
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V
E
R
V
I
E
W
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N
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Q
U
E
F
I
E
D
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A
T
U
R
A
L
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A
S
 (
L
N
G
)
,
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食
er

Islander East Petition] 

（寺）

（寺）

国規制制貯桂川寝

e
幽出刷咽
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T
S
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R
O
P
E
R
T
I
E
S
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H
E
 L
N
G
悶

D
U
S
T
R
Y
,
S
A
F
E
T
Y
 C
O
N
S
I
D
E
R
A
T
I
O
N
S
 10

・11
(2003) 

Natural G
a
s
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c
t
 section 7

1
7
b
 (a) 

Dis
住
igas

C
o
叩・

v.
F
P
C
,
 4
9
5
 F. 

2
d
 1057, 1064 (D. C. Cir. 

1974). 

Natural G
a
s
 A
c
t
 sections 7

1
7
a
 (6), 717e, 7

1
7
f
 (c) 

(1) 

N
a
印
ral

G
a
s
 A
c
t
 section 7

1
7
f
 (a) 

Natural G
a
s
 A
c
t
 section 7

1
7
f
 (e) 

Natural G
a
s
 A
c
t
 section 7

1
7
f
 (h) 

Distrigas C
o
中.，

4
7
 F. 

P. 
C. 7

5
2
 (1972) 

Id. 

Id. 

Id. 

Dis
仕
igas

C
o
中.，

4
9
F
.
P
.
C
.
1
1
4
5
(1973) 

Distrigas C
o
中
・
玖

F
P
C
,
4
9
5
 F. 

2
d
 1057 (D. C. Cir. 

1974) 

Distrigas C
o
中.，

4
9
5
 F. 

2
d
 at 

1057. 
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（訟）
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（事）
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Id. 
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See, e.g., U. S. 
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See S
o
u
n
d
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n
e
r
g
y
 Solutions, 108 F. 

E. R. C. P
 61,155 at 

8
・13

(2004). 
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Northern Natural G

a
s
 Co. v. 

I
o
w
a
 Utilities Bd., 3

7
7
 F. 

3
d
 8
1
7
 (8th Cir. 

2004). H<~~
決
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選
結
e
稲
岨
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H
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c
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r
r
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N
G
 Terminal, L. L. C., 

101 F. 
E. R. C. P61,294 at 3

 (2002) 

C
a
m
e
r
o
n
 L
N
G
,
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L
C
,
 104 F. 

E. R. C. P
 61,269 at 

12 
(2003) 
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（仁）

（宮）

(
 R)
 

(
 ~）
 

(;;;;) See also National Fuel G
a
s
 Supply C

o
中・

v.
Pub. Serv. 

C
o
m
m’n, 

8
9
4
 F. 

2
d
 571, 5

7
9
 (2d Cir. 

1990). Hines v. 
Davidowitz, 3

1
2
 U
.
S
.
 52, 6

7
 

(1941); Schneidewind v. 
A
N
R
 Pipeline Co., 4

8
5
 U
.
S
.
 2
9
8
 (1988). ~
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出
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ギ
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1
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~
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J
心
~
；
号
時
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See E
n
e
r
g
y
 Policy A

c
t
 o
f
 2
0
0
5
 section 311 

(
 

c) 
(2) 

ミ
ミ
端
容
！
主
Q
備
陣
却
な
贈
与
二
~
吋
P
’
欄
幸
司

fト
て
ロ
ト
。
く
一
軍
る
刑
事
表
紙
軍
！
藍
e
網
間
会
＇
＊
台
~
.
，
＠
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；
毎
時
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See Islander East Petition, supra note 47. 

See E
n
e
r
g
y
 Policy A

c
t
 of 2

0
0
5
 section 7

 l
 

7r 
(

 
d) 

(
 

l) 

Islander East Pipeline Co., L. L. C., 
100 F. 

E. R. C. Para. 61,276 at 
143 

(2002). 

See Islander East Petition, supra note 47. 

Id. 
at 

10-13. 

Clean W
a
t
e
r
 Act, 33 U

.
S
.
 C. section 1251 

(a), 
(b) 

(2000) 

Clean W
a
t
e
r
 A
c
t
 33 U. S. 

C. section 1341 
(a) 

(
 

1). 

Clean W
a
t
e
r
 A
c
t
 33 U. S. 

C. section 1342 (d) 
(2) 

h甲田

Decision a
n
d
 Finding o

f
 the Secretary o

f
 C
o
m
m
e
r
c
e
 o
n
 the Consistency A

p
p
e
a
l
 o
f
 Islander East Pipeline C

o
m
p
a
n
y
 L. L. C. 

(Sept. 
18, 

2006), available at http://www.publicaffairs.noaa.gov/pdf/islander-decision.pdf. 
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U. S. 

D
e
p
’t

 of C
o
m
m
e
r
c
e
,
 N
o
.
 3: 

0
4
・C
V
-
0
1
2
7
1

(D. Conn.
剖
e
d
July 30, 2004). 

See Letter F
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o
m
 Conn. Dept. ofEnvtl. Prot., to Islander East, Water Quality Certificate App. #

2
0
0
3
0
0
9
3
7
 (Feb. 5, 

2004). 
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双
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n
e
r
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a
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a
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o
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c
t
 33 U. S. 
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0
8
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4
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A
伽
’
r
o
f
E
P
A
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5
6
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d
 1282, 1284-87, 
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Energy Policy Act of 2005 section 717r (d) 
(1), 

(2). 
See Islander E. 

Pipeline Co. v. 
Conn. Envtl. 

Prot. 
C
o
m
m
'
r
,
 No. H

H
D
-
C
平
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・
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ed
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1) 
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o
n
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a
n
a
g
e
m
e
n
t
 Act, 16 U.S. C. section 1456 (c) 

(3) 
(A) 

(2000) 

W
e
a
v
e
r’s

 Co
v
e
 Energy, L

L
C
,
 114 F. 

E. R. C. Para. 61,058 
(Jan. 23, 2006). 

16 U.S. C. section 1455 
(d) 

(2000) 

16 U.S. C. section 1456 (c) 
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(A) 
(2000). 
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e
a
v
e
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v
e
 E
n
e
昭
ぁ

L
L
C
,
114 F. 

E. 
R. C. 61,058 

(Jan. 23, 2006); C
r
o
w
n
 Landing L

L
C
,
 155 F. 

E. 
R. C. Para. 61,348 

(June 20, 

2006) .
 See also S

o
u
n
d
 Energy Solutions, 107 F. 

E. R. C. Para. 61,263 
(2004) .
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See Letter f

r
o
m
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o
n
r
a
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 C. 

Laute
由

acher,
Jr., 

Vice Admiral, U.S. N
a
v
y
 (ret.), 

U
n
d
e
r
 Secretary of C

o
m
m
e
r
c
e
 for O

c
e
a
n
s
 a
n
d
 

A
加

osphere,
to 

Bruce F. 
Kiely, Counsel for W

e
a
v
e
r
’s

 Co
v
e
 Energy, L

L
C
,
 Dismissal of the Consistency Appeal of W

e
a
v
e
r
’s

 Co
v
e
 Energy, 

L
L
C
 (Oct. 

10, 2005) ;
 

W
e
a
v
e
r’s

 Co
v
e
 Energy, L

L
C
,
 112 F. 

E. 
R. C. Para. 61,070 (2005) 
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四

L
N
G
基
地
規
制
を
め
ぐ
る
二

O
O五
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
法
の
隠
さ
れ
た
論
点

170 

慶膳の法律学

州
と
州
の
対
立

E
P
A
c
t
二
O
O
五
に
よ
っ
て
直
接
扱
わ
れ
な
か
っ
た
、

い
わ
ば

L
N
G
基
地
規
制
を
め
ぐ
る
隠
さ
れ
た
論
点
と
し
て
、
規
制

管
轄
権
の
帰
趨
が
明
確
で
な
い
た
め
に
州
と
州
が
対
立
す
る
と
い
う
構
図
へ
の
対
応
も
、
今
後
、
問
題
と
な
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
の
管
轄
権
の
論
争
は
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遅
延
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
影
響
す
る
州
と
州
の
計
画
上
の
対
立
の
可
能
性
が
あ
る
。
各
州
の
管
轄
権
は
、
実
際
に
は
州
境
で
明
快
に
区
分
さ
れ
る
と
い
う
も

デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
の
川
岸
で
計
画
さ
れ
た

n
g
S
E
E－
お
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

士

二

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
）
が
、
ま
さ
に
そ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
事
例
を
見
て
お
く
。

の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

C
Z
M
A
に
関
連
し
て
は
、

二
O
O
四
年
秋
、

B
P
社
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
の
上
流
で
の

L
N
G
輸
入
基
地
の
建
設
を

n
g当
ロ

Z
E
B
m
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
付

ロ
l
ガ
ン
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
に
立
地
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
米
国
北
東
部
は
、
新
規
の

け
て
提
案
し
た
。
具
体
的
に
は
そ
れ
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
熱
望
し
て
い
た
。
発
電
所
が
あ
り
、

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
近
隣
で
も
あ
り
、
し
か
も
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

の
比
較
的
居
住
地
域
か
ら
は
遠
い
地
域
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
地
に

L
N
G輸
入
基
地
を
設
置
す
る
と
い
う
B
P社
の
提
案
は
、
成

功
し
そ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
天
然
資
源
環
境
統
制
省
（
ロ

o－g
R
o
u
a
R
5
3
2『

Z
E
E－
p
g日
8
2
E

F
i
B
E
g
s－
P
喜
兵

D
D
N
R
E
C
）
は
、
提
案
さ
れ
た

L
N
G
輸
入
基
地
は
、
州
の
河
川
沿
岸
域
に
お
い
て
、
い
か
な
る
種
類

の
重
工
業
の
用
途
も
禁
止
す
る
同
州
の
諸
法
令
に
違
反
す
る
と
主
張
し
、
こ
の
主
張
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
沿
岸

域
工
業
審
査
会
（

n
S
E
E
S
－E
5虫
色
円
。
呈
三
回

g
E
C
Z
I
C
B）
も
、
結
局
同
意
し
た
。
か
く
し
て
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
と

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
問
で
管
轄
権
の
論
争
が
起
こ
っ
た
。
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
、
白
州
の
州
岸
で
の

L
N
G
輸
入
基
地
の
建
設
と

操
業
を
不
可
能
に
す
る
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
の
決
定
を
不
服
と
し
て
、
連
邦
最
高
裁
の
判
断
を
求
め
た
。
そ
こ
に
お
い
て
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー



ジ
l
州
は
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
の
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
岸
に
て
の
工
作
物
を
規
制
す
る
排
他
的
な
管
轄
権
」
が
同
州
に
あ
る
と
の
宣

言
を
求
め
た
。
ま
た

B
P社
も
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
主
張
は
不
当
で
あ
る
と
判
断
し
、
別
途
F
E
R
e
に
同
意
を
求
め
て
請
願
を
な

し
た
。
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
、
二

O
O
五
年
一

O
月
ま
で
に
事
件
を
終
結
す
る
よ
う
同
裁
判
所
に
申
し
立
て
て
い
た
が
、
二

O
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O
六
年
一
月
二
三
日
、
同
裁
判
所
は
特
別
審
判
官
を
任
命
し
、
二

O
O
六
年
一

O
月
三

O
日
ま
で
に
事
件
を
解
決
す
べ
き
こ
と
を
命

じ
た
。
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
他
の
管
轄
権
論
争
は
、
結
論
に
達
す
る
ま
で
に
長
期
間
か
か
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
事
件

も
長
引
き
、
特
別
審
判
官
が
ま
だ
結
論
を
出
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

F
E
R
e
は

n
g当
D
U
E－
括
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同

意
を
与
え
た
。
し
か
し
、

B
P
社
は
、
少
な
く
と
も
裁
判
が
終
結
す
る
ま
で
、
工
事
そ
の
も
の
を
差
し
控
え
る
こ
と
と
し
た
。

（

U84そロ

E
E
E
m
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
件
は
特
殊
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
州
と
州
の
管
轄
権
を
め
ぐ
る
問
題
の
複
雑
さ
を
例
証
す

る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
州
機
関
の
適
切
な
判
断
が
な
け
れ
ば
、
訴
訟
に
よ
っ
て
失
速
す
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
極
論
す
る
と
、

C
Z
M
A
の
権
限
が
あ
る
州
は
、
近
隣
州
内
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
妨
害
し
つ
つ
、
訴
訟
に
て
自
ら
の
権
限
の
侵
害
を
主
張
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
現
実
的

な
関
心
は
、
北
東
部
諸
州
が
、
隣
接
し
た
沿
岸
で
L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
直
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ヨ
l
ク
州
が
そ
の
水
域
に
位
置
す
る
回
8
主要何回昨日

L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
直
す
権
限
を
持
っ
て
い
る
と
主
張
し
、

ニ
ュ
ー

一
方
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
州
が
州
境
を
超
え
て
C
Z
M
A
審
査
を
州
と
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
お
よ
び
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
諸
州
は
、

C
Z
M
A
の
も
と
、
各
々

の
隣
の
管
内
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
直
す
計
画
を
準
備
し
て
い
る
。
州
の
活
動
が
そ
の
州
の
沿
岸
の
管
理
ゾ
l
ン
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、

C
Z
M
A
に
よ
り
、
州
が
そ
れ
ら
の
沿
岸
の
ゾ

1
ン
の
連
邦
の
権
限
を
行
使
で
き
る
と
主
張
す
る
た
め

（
印
）

で
あ
る
。

N
O
A
A
の
規
則
の
も
と
で
は
、
あ
る
州
が
白
州
外
で
の
活
動
を
す
る
な
ら
、
そ
の
リ
ス
ト
を
作
り
、
何
に
対
し
て
権
限

を
行
使
し
、
何
を
審
査
し
よ
う
と
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

N
O
A
A
が
州
の
リ
ス
ト
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、

ュ
l
ヨ
l
ク
州
、
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
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そ
れ
は
、
州
内
の
事
柄
を
審
査
す
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
州
が

C
Z
M
A審
査
を
そ
れ
ら
の
活
動
に
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。

N

O
A
A
か
ら
こ
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
州
は
、

N
O
A
A
の
判
断
は
過
度
に
制
限
的
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
争
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う
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
者
や
提
案
さ
れ
た
施
設
が
そ
の
内
部
に
存
在
す
る
州
が
、

C
Z
M
A
の
認
可
は

白
州
の
み
許
さ
れ
る
と
考
え
、
施
設
の
建
設
を
妨
げ
る
べ
く
な
さ
れ
る
隣
接
州
の
口
出
し
が
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
を

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
訴
訟
に
な
っ
て
い
な
い
し
、
今
後
も
準
備
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
訴
訟
に

は
発
展
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
者
に
と
っ
て
は
、

L
N
G輸
入
基
地
の
周
辺
の
す
べ
て
の
州
の
事
情
や

立
場
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
こ
そ
、
思
わ
ぬ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遅
延
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
重
要
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
そ
の
意
味
で
彼
ら
の
負
担
感
が
増
し
て
い
る
。

厳
格
な
規
制
へ
の
要
請
と
担
当
官
の
役
割

米
国
連
邦
議
会
は
、

E
P
A
c
t
二
O
O
五
に
お
い
て
、

2 

N
G
A
を
修
正
し
、

L
N
G輸
入
基
地
を
含
め
た
天
然
ガ
ス
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
の
た
め
の
承
認
手
続
の
効
率
化
を
目
指
し
た
。
同
法
は
、

F
E
R
e
に
対
し
て

L
N
G輸
入
基
地
の
立
地
選
定
、
建
設
、
操

業
に
関
す
る
排
他
的
な
規
制
権
限
を
よ
り
明
確
に
確
認
し
、
そ
の
認
可
事
項
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
、
直
接
、
連
邦
控
訴
裁
判

所
で
司
法
審
査
を
受
け
る
対
象
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

F
E
R
e
に
対
し
て
、

L
N
G輸
入
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
審
査
す
る
連
邦

政
府
諸
機
関
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
制
約
し
、

L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
早
め
る
措
置
を
講
じ
る
権
限
を
与
え
た
。
但
し
、

F

E
R
C
が
こ
れ
ら
の
権
限
を
行
使
す
る
際
に
は
、
事
前
審
査
手
続
を
設
け
、
そ
の
手
続
に
お
い
て
州
の
意
見
を
聴
き
、
か
つ
全
て
の

連
邦
政
府
機
関
の
意
思
を
統
合
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
連
邦
の
担
当
官
に
か
か
る
負
担
は
増
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ

E
P
A
c
t
二
O
O
五
に
お
け
る
隠
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
論
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
規
制
を
例
に
と
っ
て
、
担
当
官
の
業
務
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。

る
。
担
当
官
は
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
る
か
、
こ
れ
が
、



L
N
G
輸
入
基
地
に
関
し
て
は
、

F
E
R
e
に
よ
っ
て
立
地
の
承
認
を
受
け
る
際
、

L
N
G輸
入
基
地
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
と
接

続
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
審
査
さ
れ
る
。
担
当
官
は
、
公
共
性
と
必
要
性
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
承
認
す
べ
き
か
、
ま
た
対
象
施
設
の

近
隣
住
民
の
安
全
性
を
含
め
た
公
益
に
資
す
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
正
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
申
請
者
か
ら
提
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出
さ
れ
る
技
術
デ
l
タ
は
、
真
実
の
推
定
を
受
け
る
こ
と
な
く
審
査
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

L
N
G輸
入
基
地
の
新
規
立
地
、

拡
充
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
、
ま
た
は
立
地
に
つ
い
て
は
、
連
邦
規
制
（
特
に
安
全
規
制
）
に
抵
触
す
る
申
請
も
あ
る
と
考
え
て
審
査

に
臨
む
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
政
府
機
関
は
、
申
請
を
審
理
す
る
過
程
に
お
い
て
、
多
く
の
情
報
源
を
用
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
既
存
の

行
政
規
則
、
標
準
規
格
、
学
術
研
究
、
白
書
、
政
府
内
外
の
専
門
家
、
公
衆
、
お
よ
び
産
業
界
の
コ
メ
ン
ト
が
含
ま
れ
る
。
む
し
ろ

こ
れ
ら
は
積
極
的
に
技
術
審
査
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
単
に
行
政
規
則
に
従
い
、
標
準
規
格
に
適
合
し

て
い
る
と
の
理
由
で
な
さ
れ
る
申
請
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
一
般
化
さ
れ
て
い
な
い
新
技
術
に
則
っ
た
申
請
も
あ
る
。
担
当
官
は
、
こ
の

い
ず
れ
に
も
対
応
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
操
業
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
的
稼
働
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
よ
り
新
し
い
技
術

を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
こ
そ
が
公
益
に
資
す
る
と
い
う
場
合
は
多
い
。
申
請
者
が
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
高
強
度
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
い
と
望
ん
だ
場
合
な
ど
は
そ
れ
で
あ
る
。
従
来
よ
り
も
薄
く
、
耐
久
性
が
高
く
、
し
か
も
低
コ
ス
ト
で
高
利
率

的
な
敷
設
が
可
能
に
な
る
と
い
っ
た
新
素
材
も
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
破
損
時
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る

か
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
審
査
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
技
術
審
査
で
は
、
当
然
に
、
立
証
済
み
の
工
学
技
術
論
や
科
学
技
術
論
理

に
依
存
す
る
。
し
か
し
多
く
の
場
合
、
政
府
機
関
は
、
申
請
さ
れ
た
設
備
の
実
現
可
能
性
を
決
定
す
る
た
め
に
技
術
専
門
家
を
信
頼

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
論
は
、
住
民
を
含
め
た
利
害
関
係
者
に
と
っ
て
、
法
的
観
点
か
ら
も
技
術
的
観
点
か
ら
も
説
得
的
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

技
術
面
で
の

L
N
G輸
入
基
地
の
立
地
規
制
は
、
連
邦
政
府
機
関
が

L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
技
術
審
査
を
な
す
に
つ
い
て
は
、

連
邦
行
政
規
則
と
そ
れ
が
言
及
す
る
技
術
標
準
規
格
を
参
照
す
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
規
制
で
は
、
連
邦
行
政
規
則
四
九
巻
一
九
二
部
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に
基
づ
い
て
、
安
全
規
格
を
米
国
運
輸
省
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
安
全
局

6
8皇
B
g
zコ
同
富
田

3
5
8ロ
O
B
g

。3
f
o
E
S
E
E－
が
公

表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
標
準
規
格
と
し
て
明
示
さ
れ
て
お
り
、
連
邦
行
政
規
則
が
こ
れ
を
参
照
す
る
よ
う
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
り
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パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
は
標
準
規
格
に
合
致
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

規
格
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
民
間
の
規
格
で
あ
り
な
が
ら
連
邦
行
政
規
則
が
参
照
す
る
と
い
う
関
係
に
立
つ
た
め
、

L
N
G
輸
入
基
地
の
設
計
、
建
設
、
操
業
の
手
順
を
複
雑
化
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
政
府
機
関
の
立
場
に
立
て
ば
、

審
査
官
は
標
準
規
格
が
い
つ
も
技
術
に
お
け
る
最
新
の
も
の
を
反
映
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
携
帯
電
話
の
商
品
が
新
技
術
の
登
場
の
た
め
に
急
速
に
時
代
遅
れ
の
タ
イ
プ
に
な
る
状
況
に
配
慮
す

る
こ
と
と
似
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
通
常
、
標
準
規
格
は
規
格
委
員
会
の
中
で
、
あ
る
程
度
時
間
を
か
け
て
検
討
さ
れ
る
た
め
、

最
新
技
術
よ
り
も
何
年
か
遅
れ
た
規
格
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
専
門
家
な
い
し
当
事
者
は
常
に
最
新
技
術
に
親
し
ん

で
お
く
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
申
請
の
妥
当
性
を
判
断
で
き
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

技
術
進
歩
に
的
確
に
対
応
す
る
審
査
を
行
う
た
め
に
既
存
の
安
全
規
格
と
異
な
る
申
請
に
も
、
追
加
研
究
な
い
し
査
定
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
特
に
公
聴
会
が
活
用
さ
れ
る
。
立
地
申
請
の
内
容
に
つ
い
て
専
門
家
の
提
供
し
た
文
書
を
も
と
に
、
申
請

に
関
す
る
結
論
を
適
正
に
出
す
。
専
門
家
は
、
適
切
に
立
地
を
承
認
す
る
か
、
ま
た
は
不
承
認
と
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
基
礎

デ

l
タ
を
、
規
制
権
限
を
有
す
る
者
に
提
供
す
る
責
任
へ
の
自
覚
が
促
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
専
門
家
は
、
技
術
的
な
審
査
を
す
る

も
の
の
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
含
み
う
る
。
州
、
カ
ウ
ン
テ
ィ

l
、
市
と
い
っ
た
自
治
体
の
た
め
同
様
の
仕
事
を
し
て
き
た
者
も
多
い
。

彼
ら
が
、
技
術
専
門
家
と
共
働
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
外
部
の
専
門
家
も
政
府
機
関
か
ら
頻
繁
に
任
命
さ
れ
る
。
外
部
委

託
研
究
も
ま
た
、
独
自
の
技
術
的
な
観
点
か
ら
、
新
技
術
等
の
分
析
を
提
供
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
専
門
性
の
分

野
に
よ
っ
て
は
政
府
機
関
聞
の
協
定
に
よ
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
立
場
の
人
々
が
L
N
G輸
入
基
地

の
立
地
提
案
を
受
け
て
審
査
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
公
益
性
と
安
全
性
が
最
大
の
問
題
に
な
る
。
こ
れ
に
関
わ
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（さ）
Application of C

r
o
w
n
 L
a
n
d
i
n
g
 L

L
C
 For Section 3

 Authorization to Construct Liquefied Natural G
a
s
 Import Facili臥

N
o
.
C
P
0
4
-
4
1
1
 
(F. 

E. R. C. filed Sept. 
16, 2004) 

（三）

（ヨ）
Decision a

n
d
 Order, Coastal Z

o
n
e
 Indus

回
al

Control B
o
a
r
d
 o
f
 the State o

f
 Delaware, N

o
.
 2005-01 

(Mar. 31, 2005) 

（竺）
M
o
t
i
o
n
 to R

e
o
p
e
n
 a
n
d
 for a

 Supplemental Decree, Petition, Brief a
n
d
 A
p
p
e
n
d
i
x
 in Support o

f
 M
o
t
i
o
n
 at 

17, N. J. 
v. 
Del., 

126 S. 
Ct. 

713 

(July 28, 2005) 
(No. 11) [hereina

食
er

N
e
w
 Jersey Motion]. 

（さ）
See Letter

合
o
m
Attorney for C

r
o
w
n
 L
a
n
d
i
n
g
 L
L
C
t
o
 F. 

E. R. C
 (Dec. 2, 

2005) 

（主）
Brief in Support of M

o
t
i
o
n
 to R

e
o
p
e
n
 at 34, N

o
.
 11 

(U. S
 Jul. 27, 2005); Order Granting M

o
t
i
o
n
 for A

p
p
o
i
n
t
m
e
n
t
 o
f
 Special Master, N

o
.
 

2
2
0
1
3
4
 (U. S. 

Jan. 23, 2006); C
a
s
e
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 Plan at C

-
2
 (U. S. 

Feb. 8, 
2006), available at www.pierceatwood.com. 

（さ）
See Virginia v. 

Maryland, 5
3
4
 U
.
S
.
 8
0
7
 
(2003) 

;
 Ne

w
 Jersey v. 

N
e
w
 York, 5

2
4
 U
.
S
.
 9
6
8
 
(1998); K

a
n
s
a
s
 v. 

Colorado, 543 U
.
S
.
 8
6
 

Id. 
at 6. 

（

1叫蝶掛）臨蜘1A吋いE1軍配制調吋Q要輔ノヘ鐸OZAQ・金刑判斗困咲
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（M
O
O
h
H
）山
Z
0
4宅
出

mwE目

M
m
V
5
J
F
冨
包
ロ
0

・
3
N
ロ
∞
・
手
M

（M
C
C
－）

（
川
）
門
g
S
E
E－
お
門
戸
内
L
Z
E岡山内一
E
E－
E
W
E∞
三
回
（
E
o
N
C咽
N。。。）

（川）

Z
O者
同

2
8
u
L
ι
2
5
p
回毎
B
E
S
－－

y
a
ロ
・
（
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
主
張
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
が
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
主
権
を
侵
害
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
）

（
川
）
∞
ooFosq
同町。
B
円。

B
・ロ
8
F
。
自
国
邑
－
－
vgf
吉
田
円
。
包
S
5
E
a
m
w
F－
F・内・（思
σ・
お
い
。
ま
）
・

（
印
）
∞
g
E
ロ
戸
内
・

8
2
8
Zま
（
の
）
（
】
）
（

Mgo）
・
各
州
が
、
自
ら
の
沿
岸
域
に
影
響
を
与
え
る
限
り
に
お
い
て
、
連
邦
が
許
可
し
た
行
動
か
ら
逸

脱
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
州
外
で
の
行
動
も
含
め
て
要
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

（
印
）
弓
（
リ
・
同
列
・

8
2
8
3
0・－
2
（N
8
3
・
（
各
州
が
、

C
Z
M
A
と
の
一
貫
性
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
に
つ
き
、
他
の
州
に
お
け
る
行
為
を
も
要
求
で

き
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
州
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
条
項
。
こ
れ
に
よ
り
、

L
N
G
輸
入
基
地
の
立
地
選

定
な
い
し
建
設
に
つ
い
て
、
あ
る
州
が
、
近
接
州
に
、
事
実
上
、
「
横
や
り
」
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

を
目
指
し
た
州
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
当
面
、
近
接
州
と
し
て
そ
の
よ
う
な
行
為
に
及
ぶ
州
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
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（印）
（印）

（凶）

Z
阻
害
色
。
g
〉
2
・
5
ロ∞－

n・
5
g
Eミ
ム
斗
実

（防）

L
N
G
船
を
は
じ
め
と
し
た
L
N
G
関
連
の
技
術
発
展
に
つ
い
て
、
田
部
井
純
「
L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
お
よ
び
L
N
G
船
の
最
新
技

術
動
向
」
「
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
第
一
四
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
会
」
四
頁
（
二

O
O七
年
）
参
照
。

（凶）

0
8
5
F－
u
o
g
g
Z
E
E－S
内
玄
司
宮
口
・
羽
田
吾
呂
田
。
ぉ

z
h
s－

（
印
）
舎
内
司
凶
作
2
3
3
N
（
Mg吋）

（
四
）
連
邦
行
政
規
則
四
九
巻
一
九
二
部
は
、
米
国
機
械
学
会
（
A
S
M
E
）
が
作
成
し
た
い
わ
ゆ
る
切
己
・
∞
と
い
う
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
標
準
規

格
を
参
照
す
る
こ
と
を
厳
格
に
要
求
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（問）
（問）

同
門
日
・同色・u

g
z
o
F－U
2
2丹
江
田
恒
ロ
仏
〉
－
宮
内
宮
司
σo弓〕『咽田口官担問。件。
E
温由同ヨ・

同色・回同泊。・
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同色・
同色．

五

結
三五
日口

米国における LNG輸入基地の立地規制に関する一考察（草薙真一）

プ
ラ
ン
ダ
イ
ス
（
回

B
E
g）
連
邦
最
高
裁
判
事
は
、
社
会
的
・
経
済
的
実
験
を
試
み
る
個
別
の
州
の
政
策
議
題
を
反
故
に
し
な

い
よ
う
に
と
幾
度
と
な
く
警
告
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
州
民
が
望
み
さ
え
す
れ
ば
州
が
単
独

で
実
験
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
連
邦
制
の
幸
運
な
側
面
で
あ
る
。
目
新
し
い
社
会
的
経
済
的
実
験
を
他
州
は
リ
ス

ク
を
負
う
こ
と
な
く
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
」
し
か
し
な
が
ら
、
州
民
の
財
産
や
安
全
を
守
る
立
場
に
あ
る
州
は
、
他

の
何
よ
り
も
州
民
を
保
護
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
。
州
民
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
推
進
す
る
た
め
の
政
策
策
定
を
な
す
べ
き
と

こ
ろ
、
実
験
遂
行
が
あ
ま
り
に
重
視
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
お
ざ
な
り
に
な
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
貿
易
、
州
際
通
商
の
問
題
を
扱

う
と
き
に
は
、
統
一
的
連
邦
規
制
に
よ
り
得
ら
れ
る
便
益
が
期
待
さ
れ
、
州
の
境
界
線
は
認
識
さ
れ
な
く
な
る
。

L
N
G
基
地
の
建

設
も
、
様
々
な
当
事
者
が
関
与
し
、
長
期
契
約
を
必
要
と
す
る
資
本
集
約
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
そ
の
投
資
は
予
見
可
能
性

を
必
要
と
す
る
。

F
E
R
e
は
、
「
連
邦
の
監
視
は
、
州
政
府
が
L
N
G
輸
入
に
無
理
な
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
る
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
の
も
の
で
も
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
二

O
O
四
年
三
月
二
四
日
付
け
オ
ー
ダ
ー
に
お
い
て
、
「
地
理
的
に
も

現
存
の
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
か
ら
も
、
そ
も
そ
も
L
N
G
を
輸
入
し
、
貯
蔵
し
、
ガ
ス
化
し
、
市
場
に
供
給
で
き
る
場
所
は
有
限
で
あ

る
。
」
と
警
告
し
た
。
こ
の
論
理
に
よ
り
、

L
N
G
基
地
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ

れ
に
呼
応
す
る
形
で
州
規
制
や
地
方
政
府
の
規
制
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
エ
ネ
ル
ギ
ー
規
制
委
員
会

（F
E
R
e
）
は
、
∞
。

g品
凹
回
日
開
可
∞
。
－
E
5
5
社
（
S
E
S
社
）
が
な
し
た
申
請
に
対
し
て
、
宣
言
的
命
令
（
U
2－

sg弓
oao円
）
を
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発
し
、
そ
の
中
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
ロ
ン
グ
ビ

i
チ
に
隣
接
し
た

L
N
G
輸
入
基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
お
よ
び
基
地

操
業
に
つ
い
て
連
邦
の
排
他
的
な
規
制
管
轄
権
を
宣
言
し
た
。
こ
の
命
令
は
、
日
本
企
業
の
資
本
が
入
っ
た

L
N
G
基
地
計
画
に
関

す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
我
が
国
で
も
注
目
さ
れ
た
。

F
E
R
e
の
こ
の
よ
う
な
主
張
の
妥
当
性
を
は
か
る
に
は
、
（
州
際
通
商

178 
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規
制
の
要
素
が
こ
の
問
題
と
は
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
）
こ
の
種
の
規
制
に
つ
い
て
州
政
府
と
連
邦
政
府
の
間
に
あ
る
「
境
界
」
を
再
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。

F
E
R
e
は
L
N
G
基
地
お
よ
び
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
初
め
て
そ
の
排
他
的
な
管
轄
権
を
主
張

し
た
の
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
権
限
は

F
E
R
e
に
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
米
国
内
で
呈
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

L
N

G
基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
及
び
基
地
操
業
に
つ
い
て
は
、

F
E
R
e
に
よ
れ
ば
、

S
E
S社
事
例
に
み
ら
れ
る
基
地
に
対
す

る
排
他
的
規
制
の
宣
言
的
命
令
が
そ
の
代
表
例
な
の
で
あ
る
。

F
E
R
e
は、

L
N
G事
業
は
、
州
内
通
商
の
み
に
限
定
し
て
従
事

す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
も
の
は
実
際
に
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
そ
の
具
体
的
案
件
に
お
い
て
、
州
際
通
商
に
該
当
し
な
い

L
N
G
の
卸
売
な
い
し
州
際
輸
送
の
よ
う
な
要
素
を
含
ま
な
く
て
も
、
す
な
わ
ち
基
地
そ
の
も
の
は
完
全
な
州
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
っ
て
も
、
連
邦
に
完
全
な
規
制
権
限
が
あ
る
こ
と
を
連
邦
規
制
当
局
と
し
て
明
示
し
た
。

L
N
G
の
多
く
が
結
局
は
火
力
発
電
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
新
規
L
N
G基
地
建
設
が
州
際
通
商
に
影
響
を
与
え
る

と
見
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

L
N
G
基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
及
び
基
地
操
業
が
州
際
通
商
に
影
響
す
る
活
動
で
あ

る
以
上
、
州
際
通
商
規
制
に
服
す
る
べ
き
と
の
論
理
が
成
立
す
る
。

L
N
G基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
基
地
操
業
で
は
、
連

邦
に
よ
る
単
一
か
つ
統
一
的
な
規
制
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
上
、

L
N
G
の
輸
入
が
そ
も
そ
も
卸
販
売
か
州
を
跨
ぐ
輸
送
の
意
図
を

も
つ
も
の
で
あ
れ
ば
、

L
N
G
基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
お
よ
び
基
地
操
業
は
、
全
て
連
邦
天
然
ガ
ス
法
の
も
と
、

F
E
R

e
の
規
制
権
限
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
当
該
連
邦
法
の
中
に
連
邦
規
制
当
局
の

L
N
G
基
地
へ
の
排
他
的
規
制
権
限

を
盛
り
込
む
と
い
う
選
択
は
、
非
常
に
論
理
的
で
整
合
性
も
あ
る
と
し
て
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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（印）
（印）

（防）
（凶）

（即）

E
・包－
M
A
U
L
S
・

（
問
）
宮
崎
信
也
「
米
州
の
中
長
期
L
N
G
需
要
と
L
N
G
基
地
計
画
に
つ
い
て
」
『
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
第
二
一
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
会
セ
ミ

ナ
l
報
告
書
」
一
四
頁
（
二

O
O
六
年
）
参
照
。
住
民
の
反
対
が
激
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
日
本
企
業
の
思
惑
通
り
に
事
は
運
ん
で
い
な
い
。

「
米
の

L
N
G受
け
入
れ
基
地
、
三
菱
商
事
が
建
設
断
念
」
『
日
本
経
済
新
聞
』
二

O
O
八
年
八
月
七
日
朝
刊
。
同
記
事
に
よ
る
と
、
三
菱
商
事
は
事

業
化
調
査
に
六
O
億
円
程
度
を
投
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
社
は
テ
キ
サ
ス
州
フ
リ
l
ポ
l
ト
の

L
N
G受
入
基
地
の
使
用
権
を
確
保
済
み
で
あ

る
が
、
中
長
期
的
に
は
自
前
の

L
N
G輸
入
基
地
の
建
設
・
運
用
に
向
け
て
、
立
地
戦
略
を
練
り
直
す
と
い
う
。
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Z
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問
。
J

ヘ
「
』
・
ロ
凶
（
MOOU）・

（
削
）
吉
武
惇
二
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
こ
が
知
り
た
い
｜
｜
日
米
欧
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
発
達
②
｜
｜
米
国
（
2
）
連
邦
と
州
に
分
か
れ
る
規
制
権
限
」

『
ガ
ス
ネ
ル
ギ
1
新
聞
』
二

O
O
六
年
四
月
五
日
参
照
。
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